
様式１

令和元年度（２０１９年度）採択プログラム　中間評価調書（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

ホームペー
ジ（URL）

https://www.wise-sss.titech.ac.jp/

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院によ
るものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

　  ふりがな ます　かずや

氏名（職名） 益　一哉（東京工業大学長）

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

28020 ナノ構造物理関連

７．
授与する博士学
位分野・名称 博士（工学），博士（理学），博士（学術），「超スマート社会卓越教育課程」を付記

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

D

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

28 ナノマイクロ科学およびその関連分野

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

C

最も関連の深い区分
（中区分）

最も関連の深い区分
（小区分）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 東京工業大学 整理番号 1906

１．

プログラム名称 最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム

英語名称
Engineering Education Program for Super Smart Society based on Advanced Quantum
Science

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

関連する領域（１）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

なし

関連する領域（３）
【任意】

なし

４．
プログラム

コーディネーター

　　ふりがな さかぐち　けい

氏名（職名） 阪口　啓（東京工業大学・工学院電気電子系・教授）

３． プログラム責任者
      ふりがな いのうえ　こうたろう

氏名（職名） 井上　光太郎（東京工業大学・工学院 経営工学系・教授・学院長）

連合大学院
共同教育課

程 25

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名

工学院・機械系，システム制御系，電気電子系，情報通信系，経営工学系，理学院・物理学
系，情報理工学院・数理・計算科学系，情報工学系，生命理工学院・生命理工学系，環境・
社会理工学院・建築学系，土木・環境工学系，融合理工学系，社会・人間科学系，物質理工
学院・応用化学系

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

農業・食品産業技術総合研究機構，量子科学技術研究開発機構，理化学研究所革新知能統合研究センター，海洋研究開発機構，情報通信研究機構ワイヤレスネット
ワーク総合研究センター，産業技術総合研究所情報・人間工学領域，ジェイテクト，日本電気，日本精工，安川電機，アズビル，横河電機，光電製作所，KDDI，ソフ
トバンク，華為技術日本，ショーボンド建設，デンソー，川崎市，大田区，Google LLC，CEA Leti，Georgia Institute of Technology，National Taiwan
University of Science and Technology，University of Twente，University of Rome Tor Vergata，The Ohio State University，Thammasat University
Thailand，University of Glasgow，Technical University of Munich，Fraunhofer Heinrich-Hertz-Institute，University of Sydney，Institute for Infocomm
Research，Cornell University, Yonsei University, RWTH Aachen University，アンリツ株式会社，LG Japan Lab 株式会社，川崎重工業株式会社，株式会社クボ
タ，コマツ，パナソニック・インダストリー株式会社，三菱電機株式会社，農林水産省，笹川平和財団海洋政策研究所，東海旅客鉄道株式会社，楽天モバイル株式会
社，マツダ株式会社，Airgain Inc.，Japanese Chamber of Commerce & Industry of NY，University of California, Irvine, University of Melbourne

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

現在の専門 役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

1 井上　光太郎 ｲﾉｳｴ ｺｳﾀﾛｳ 東京工業大学・ 工学院・学院長
博士(経営
学)

ファイナンス プログラム責任者 1

１4．

2 阪口　啓 ｻｶｸﾞﾁ ｹｲ 東京工業大学・工学院電気電子系・教授 博士(学術) 無線通信工学 プログラムコーディネーター 3

（プログラムコーディネーター）

専門学力×独創力涵養委員 0.5

5 遠藤　玄 ｴﾝﾄﾞｳ ｹﾞﾝ 東京工業大学・工学院機械系・教授 博士(工学) ロボット工学 オンライン教育委員

ロボット工学
異分野融合課題解決力涵養委
員 1.5

4 岡田　昌史 ｵｶﾀﾞ ﾏｻﾌﾐ 東京工業大学・工学院機械系・教授 博士(工学)
ロボット工学・
制御工学

3 鈴森　康一 ｽｽﾞﾓﾘ ｺｳｲﾁ 東京工業大学・工学院機械系・教授 工学博士

神経工学
グローバルリーダーシップ涵
養委員 1

8 山本　貴富喜 ﾔﾏﾓﾄ ﾀｶﾄｷ 東京工業大学・工学院機械系・准教授 博士(工学)
バイオMEMS・バイオミメ

ティクス・マイクロ／ナノ

流体システム

7 八木　透 ﾔｷﾞ ﾄｵﾙ 東京工業大学・工学院機械系・教授 博士(工学)

0.5

6 田中　智久 ﾀﾅｶ ﾄﾓﾋｻ 東京工業大学・工学院機械系・准教授 博士(工学) 生産工学 専門学力×独創力涵養委員 0.8

1.5

10 中尾　裕也 ﾅｶｵ ﾋﾛﾔ 東京工業大学・工学院システム制御系・教授 博士(理学)
非線形システ
ム科学

社会連携俯瞰力涵養委員 1

異分野融合課題解決力涵養委
員 0.5

9 三平　満司 ｻﾝﾍﾟｲ ﾐﾂｼﾞ 東京工業大学・工学院システム制御系・教授 工学博士
システム・制御理
論及びその応用 社会連携俯瞰力涵養委員長

社会連携俯瞰力涵養委員 0.5

13 波多野　睦子 ﾊﾀﾉ ﾑﾂｺ 東京工業大学・工学院電気電子系・教授 工学博士
量子センサパ
ワーデバイス

グローバルリーダーシップ涵
養委員

制御およびシス
テム工学関連

異分野融合課題解決力涵養委
員 2

12 廣川　二郎 ﾋﾛｶﾜ ｼﾞﾛｳ 東京工業大学・工学院電気電子系・教授 博士(工学) 電磁波工学

11 畑中　健志 ﾊﾀﾅｶ ﾀｹｼ
東京工業大学・工学院システム制御系・准教
授

博士(情報
学)

量子コンピュータ
基盤技術・量子技
術・個体物理

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

16 萩原　誠 ﾊｷﾞﾜﾗ ﾏｺﾄ 東京工業大学・工学院電気電子系・准教授 博士(工学)
パワーエレクト
ロニクス・電気
機器・電力工学

15 小寺　哲夫 ｺﾃﾞﾗ ﾃﾂｵ 東京工業大学・工学院電気電子系・准教授 博士(理学)

1

14 岡田　健一 ｵｶﾀﾞ ｹﾝｲﾁ 東京工業大学・工学院電気電子系・教授
博士(情報
学)

無線・集積回
路

オンライン教育委員 0.3

1

18 TRAN　GIA　KHANH ﾀﾝ ｻﾞｶﾝ 東京工業大学・工学院電気電子系・准教授 博士(工学)
通信・ネット
ワーク工学

グローバルリーダーシップ涵
養委員 2

社会連携俯瞰力涵養委員 3

17 岩﨑　孝之 ｲﾜｻｷ ﾀｶﾕｷ 東京工業大学・工学院電気電子系・准教授 博士(工学)
量子センサ
個体量子光源

専門学力×独創力涵養委員

社会連携俯瞰力涵養委員 0.5

21 篠﨑　隆宏 ｼﾉｻﾞｷ ﾀｶﾋﾛ 東京工業大学・工学院情報通信系・准教授 博士(学術) 音声情報工学
異分野融合課題解決力涵養委
員

信号処理 専門学力×独創力涵養委員 0.5

20 渡辺　義浩 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾖｼﾋﾛ 東京工業大学・工学院情報通信系・准教授
博士(情報理
工学)

情報理工学

19 山田　功 ﾔﾏﾀﾞ ｲｻｵ 東京工業大学・工学院情報通信系・教授 工学博士

ロボティクス・メ
カトロニクス

プログラム副コーディネーター，
統括アドバイザー 1

24 妹尾　大 ｾﾉｵ ﾀﾞｲ 東京工業大学・工学院経営工学系・教授
博士（商
学）

経営学

23 岩附　信行 ｲﾜﾂｷ ﾉﾌﾞﾕｷ 東京工業大学・工学院機械系・教授 工学博士

3

22 塩浦　昭義 ｼｵｳﾗ ｱｷﾖｼ 東京工業大学・工学院経営工学系・教授 博士(理学) 離散最適化 専門学力×独創力涵養委員 2

1

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

オンライン教育委員 1

25 藤澤　利正 ﾌｼﾞｻﾜ ﾄｼﾏｻ 東京工業大学・理学院物理学系・教授 工学博士
半導体量子物
性

専門学力×独創力涵養委員長

2



様式１

[公表]

１４．プログラム担当者一覧（続き）

表面界面ナノ
量子物性

専門学力×独創力涵養委員 127 平原　徹 ﾋﾗﾊﾗ ﾄｵﾙ 東京工業大学・理学院物理学系・教授 博士(理学)

0.5

役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

26 上妻　幹旺 ｺｳﾂﾞﾏ ﾐｷｵ
東京工業大学・科学技術創成研究院量子航法
研究ユニット・教授 博士(工学)

量子エレクト
ロニクス

異分野融合課題解決力涵養委員

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

1

30 篠田　浩一 ｼﾉﾀﾞ ｺｳｲﾁ
東京工業大学・情報理工学院情報工学系・教
授 博士(工学)

統計的パター
ン認識

異分野融合課題解決力涵養委
員長 1

専門学力×独創力涵養委員 1

29 三宅　美博 ﾐﾔｹ ﾖｼﾋﾛ
東京工業大学・情報理工学院情報工学系・教
授 薬学博士 知能情報学 社会連携俯瞰力涵養委員

28 田中　圭介 ﾀﾅｶ ｹｲｽｹ
東京工業大学・情報理工学院数理・計算科学
系・教授

博士(情報科
学)

暗号理論

専門学力×独創力涵養委員 1

33 林　宣宏 ﾊﾔｼ ﾉﾌﾞﾋﾛ
東京工業大学・生命理工学院生命理工学系・
教授 博士(理学)

健康科学・プロテ
オミクス・タンパ
ク質科学・分子生
化学

グローバルリーダーシップ涵
養委員

データ工学
異分野融合課題解決力涵養委
員 1

32 伊藤　武彦 ｲﾄｳ ﾀｹﾋｺ
東京工業大学・生命理工学院生命理工学系・
教授 博士(理学)

ゲノム情報解
析

31 宮崎　純 ﾐﾔｻﾞｷ ｼﾞｭﾝ
東京工業大学・情報理工学院情報工学系・教
授

博士(情報科
学)

建築計画・都
市計画

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

36 藤井　晴行 ﾌｼﾞｲ ﾊﾙﾕｷ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・教授 博士(工学)

建築学・デザ
イン科学

35 大佛　俊泰 ｵｻﾗｷﾞ ﾄｼﾋﾛ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・教授 博士(工学)

2

34 相澤　康則 ｱｲｻﾞﾜ ﾔｽﾉﾘ
東京工業大学・生命理工学院生命理工学系・
准教授 博士(薬学) 分子生物学

グローバルリーダーシップ涵
養委員 0.2

0.5

38 鍵　直樹 ｶｷﾞ ﾅｵｷ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・教授 博士(工学) 建築環境工学 オンライン教育委員 1

専門学力×独創力涵養委員 1.5

37 松岡　昌志 ﾏﾂｵｶ ﾏｻｼ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・教授 博士(工学)

地震工学・リ
モートセンシン
グ

社会連携俯瞰力涵養委員

専門学力×独創力涵養委員 0.5

41 岩波　光保 ｲﾜﾅﾐ ﾐﾂﾔｽ
東京工業大学・環境・社会理工学院土木・環
境工学系・教授 博士(工学)

社会基盤マネ
ジメント

プログラム副コーディネーター，
異分野融合課題解決力涵養委員

都市・建築環
境工学

社会連携俯瞰力涵養委員 0.5

40 大風　翼　 ｵｵｶｾﾞ ﾂﾊﾞｻ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・准教授 博士(工学)

都市環境工
学・風工学

39 浅輪　貴史 ｱｻﾜ ﾀｶｼ
東京工業大学・環境・社会理工学院建築学
系・准教授 博士(工学)

国際開発工学・
無線通信工学

グローバルリーダーシップ涵
養委員長 1

44 山下　幸彦 ﾔﾏｼﾀ ﾕｷﾋｺ 東京工業大学・教育革新センター・教授 博士(工学)
パターン認識・
画像処理

43 高田　潤一 ﾀｶﾀﾞ ｼﾞｭﾝｲﾁ
東京工業大学・環境・社会理工学院融合理工
学系・教授 博士(工学)

1.5

42 佐々木　栄一 ｻｻｷ ｴｲｲﾁ
東京工業大学・環境・社会理工学院土木・環
境工学系・教授 博士(工学)

構造工学・耐
震・モニタリン
グ

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

1

46 毛塚　和宏 ｹﾂﾞｶ ｶｽﾞﾋﾛ
東京工業大学・リベラルアーツ研究教育院・
講師 博士(文学)

数理社会学・計量
社会学・家族社会
学

オンライン教育委員 0.5

オンライン教育委員 1

45
Cross　Jeffrey
Scott

ｸﾛｽ ｼﾞｪﾌﾘｰ ｽ
ｺｯﾄ

東京工業大学・環境・社会理工学院融合理工
学系・教授 Ph.D.ChE

バイオ燃料・教
育工学

オンライン教育委員長

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

49 中本　高道 ﾅｶﾓﾄ ﾀｶﾐﾁ
東京工業大学・科学技術創成研究院未来産業
技術研究所・教授 博士(工学) 計測工学

異分野融合課題解決力涵養委
員

科学史 社会連携俯瞰力涵養委員 1

48 柳田　保子 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ﾔｽｺ
東京工業大学・科学技術創成研究院未来産業
技術研究所・教授 博士(工学)

ナノマイクロシ
ステム・生物機
能応用工学

47 多久和　理実 ﾀｸﾜ ﾖｼﾐ
東京工業大学・リベラルアーツ研究教育院・
講師 修士(学術)

ビッグデータ
解析

プログラム副コーディネーター，
異分野融合課題解決力涵養委員 0.551 高安　美佐子 ﾀｶﾔｽ ﾐｻｺ

東京工業大学・科学技術創成研究院ビッグ
データ数理科学研究ユニット・教授 博士(理学)

1

50 西森　秀稔 ﾆｼﾓﾘ ﾋﾃﾞﾄｼ 東京工業大学・国際先駆研究機構・特任教授 理学博士
量子コンピュー
ティング

統括アドバイザー 0.5

1

53 久間　和生 ｷｭｳﾏ ｶｽﾞｵ 農業・食品産業技術総合研究機構・理事長 工学博士
光ニューロチッ
プ・画像処理シ
ステム

特別アドバイザー 1

52 鈴木　賢治 ｽｽﾞｷ ｹﾝｼﾞ
東京工業大学・科学技術創成研究院バイオメ
ディカルAI研究ユニット・教授 博士(工学)

機械学習・人
工知能

異分野融合課題解決力涵養委
員

54 Pramod Khargonekar ﾌﾟﾗﾓﾄﾞ ｶﾙｺﾞﾈｯｶｰ
University of California, Irvine・Vice
Chancellor for Research Ph.D.

Systems &
Control

特別アドバイザー 0.5

55 大島　武 ｵｵｼﾏ ﾀｹｼ
量子科学技術研究開発機構・量子ビーム科学
部門・センター長

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

博士(工学) 半導体工学 研究アドバイザー 1

3
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役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
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１４．プログラム担当者一覧（続き）

研究アドバイザー 0.5

58 小川　宏高 ｵｶﾞﾜ ﾋﾛﾀｶ
産業技術総合研究所・実社会ビッグデータ活
用オープンイノベーションラボラトリ・ラボ
長

博士(理学)
ハイパフォーマン
スコンピューティ
ング

研究アドバイザー

生命地球科学 研究アドバイザー 1

57 児島　史秀 ｺｼﾞﾏ ﾌﾐﾋﾃﾞ
情報通信研究機構・ワイヤレスネットワーク
総合研究センター 工学博士

5G/B5F・IoT・高
信頼無線

56 豊福　高志 ﾄﾖﾌｸ ﾀｶｼ
海洋研究開発機構・海洋科学技術戦略部・部
長 博士(理学)

トライボロジー・
メカトロ・技術経
営

企業アドバイザー 0.5

60 筒井　幸雄 ﾂﾂｲ ﾕｷｵ
株式会社安川電機 ・執行役員　技術開発本
部　外部連携・技術開発担当 博士(工学)

研究マネージ
メント

59 宮田　慎司 ﾐﾔﾀ ｼﾝｼﾞ
日本精工株式会社・技術開発本部新領域商品
開発センター・副所長 博士(工学)

1

企業アドバイザー 0.5

61

64

63

62
電波を用いたセ
ンシング

企業アドバイザー 1

吉原　貴仁 ﾖｼﾊﾗ ｷﾖﾋﾄ
株式会社KDDI総合研究所・ IoTデータ分析グ
ループ・ グループリーダー 博士(工学)

IoT・データ分
析・エネルギー管
理

荒田　慎太郎 ｱﾗﾀ ｼﾝﾀﾛｳ 株式会社光電製作所・代表取締役社長 学士(工学)

和田　英彦 ﾜﾀﾞ ﾋﾃﾞﾋｺ
横河電機株式会社・マーケティング本部イノ
ベーションセンター 企画管理部・マネー
ジャー

工学修士
研究マネージ
メント

企業アドバイザー 1

0.5

65 劉　桑 ﾘｭｳ ｻﾝ 華為技術日本株式会社・横浜研究所・所長 博士(工学)
研究マネージ
メント

企業アドバイザー 1

企業アドバイザー 0.5

藤井　輝也 ﾌｼﾞｲ ﾃﾙﾔ ソフトバンク株式会社・フェロー 工学博士 通信工学 企業アドバイザー

海外アドバイザー 0.5

68 Ali Sadri ｱﾘ ｻﾄﾞﾘ
Airgain Inc.・Senior Vice President of
Engineering Ph.D.

Standardizat
ion

海外アドバイザー

社会インフラのメ
ンテナンス 企業アドバイザー 0.5

67 Michiel Bacchiani ﾐﾋｰﾙ ﾊﾞｯｷｱｰﾆ
Google LLC・Senior Staff Research
Scientist Ph.D.

Automatic Speech
recognition

66 岳尾　弘洋 ﾀｹｵ ｺｳﾖｳ
ショーボンド建設株式会社・代表取締役副社
長兼補修工学研究所長 博士(工学)

Robotics and
Control

海外アドバイザー 0.5

71 Jenq-Shiou Leu ｼﾞｪﾝｼｮｳ ﾘｭｳ

Department of Electronic and Computer
Engineering, National Taiwan University
of Science and Technology (NTUST)・
Professor and Chairman

Ph.D.
Information
Technology

70 Magnus Egerstedt
ﾏｸﾞﾅｽ ｴｹﾞﾙｽ
ﾃｯﾄﾞ

Samueli School of Engineering,
University of California, Irvine・Stacey
Nicholas Dean of Engineering

Ph.D.

0.5

69
Emilio Calvanese
Strinati

ｴﾐﾘｵ ｶﾙﾊﾞﾈｯｾ
ｽﾄﾘﾅｯﾃｨ

CEA Leti・Scientific and Innovation
Director Ph.D.

Telecommunications
, Security,
Innovative Sensors

海外アドバイザー 0.5

0.5

73 Marco Ceccarelli ﾏﾙｺ ﾁｪｯｶﾚﾘ
Department of Industrial Engineering,
University of Rome Tor Vergata・
Professor

Ph.D.
Robotics and
Mechatronics 海外アドバイザー 0.3

海外アドバイザー 0.5

72
Wilfred G. van
der Wiel

ﾌｨﾙﾌﾚｯﾄﾞ ｳﾞｧ
ﾝ ﾃﾞｱ ｳｨｰﾙ

MESA+ Institute for Nanotechnology,
University of Twente・Professor and
Director BRAINS Center for Brain-
Inspired Nano Systems

Ph.D.
Quantum electronics,

Hybrid inorganic-organic

nanoelectronics, Brain-

inspired electronics

海外アドバイザー

Robotics and
Mechatronics 海外アドバイザー

Technical University of Munich・
Professor Dr.-Ing.

Information-
oriented Control

海外アドバイザー 0.5

海外アドバイザー 0.5

76 Ian Watson ｲｱﾝ ﾜﾄｿﾝ
School of Engineering, University of
Glasgow・Reader Ph.D.

バイオ燃料・
International
Engineering

海外アドバイザー

Dr.-Eng.

Advanced design methods of steel and

composite structures, Development of

run-of-river hydropower projects,

Development or efficient composting

system for solid waste treatment

74 Chia-Hsiang Menq 0.3

75 Taweep Chaisomphob ﾀｳｨｰﾌﾟ ﾁｬｲｿﾑﾎﾌﾞ

ﾁｱｼｱﾝ ﾒﾝｸ
Department of Mechanical Engineering,
The Ohio State University・Professor Ph.D.

Sirindhorn International Institute of
Technology, Thammasat University
Thailand・Associate Professor

0.5

海外アドバイザー 0.5

82 西原　明法 ﾆｼﾊﾗ ｱｷﾉﾘ
東京工業大学・超スマート社会卓越教育院・
特任教授 工学博士

0.5

77 Sandra Hirche ｻﾝﾄﾞﾗ ﾋﾙｼｪ

Industrial
IoT

海外アドバイザー 0.5

81
Susi (Sturzenegger)
Varvayanis

ｽｰｼﾞｰ ｽﾀﾙﾂﾈ
ｶﾞｰ ﾊﾞﾙﾊﾞﾔﾆｽ

Cornell University・Executive Director
of NIH BEST Program

Master of
Science

キャリア教育

80 Sumei SUN ｽﾒｲ ｻﾝ
Institute for Infocomm Research・
Department Head Ph.D.

0.5

79 Branka Vucetic

78 Thomas Haustein ﾄｰﾏｽ ﾎｰｽﾃｨﾝ
Fraunhofer Heinrich-Hertz-Institute・
Head of Department Wireless
Communications and Networks

Dr.-Ing.
Mobile
Communications

海外アドバイザー

83 中島　求 ﾅｶｼﾏ ﾓﾄﾑ 東京工業大学・工学院システム制御系・教授 博士(工学)
スポーツ工学・バ
イオメカニクス

異分野融合課題解決力涵養委
員

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

ﾌﾞﾗﾝｶ ﾌﾞ-ｾﾃｨｯｸ University of Sydney・ARC Laureate Ph.D.
Telecommunic
ations

海外アドバイザー 0.5

10
情報通信工学・
教育工学

プログラム副コーディネー
ター，統括責任者

オンライン教育委員 0.5

無線通信・ディ
ジタル信号処理

グローバルリーダーシップ涵
養委員 1

85 松本　隆太郎 ﾏﾂﾓﾄ ﾘｭｳﾀﾛｳ 東京工業大学・工学院情報通信系・教授 博士(学術)
情報通信工学・
量子情報処理

84 府川　和彦 ﾌｶﾜ ｶｽﾞﾋｺ 東京工業大学・工学院情報通信系・教授 工学博士

4



様式１

[公表]

0.5

1

集積回路・無
線通信 0.5115

博士（物理
学）

量子
異分野融合課題解決力涵養委
員

東京工業大学・工学院・准教授

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１４．プログラム担当者一覧（続き）

86 植松　友彦 ｳｴﾏﾂ ﾄﾓﾋｺ 東京工業大学・工学院情報通信系・教授 博士(工学)
情報理論・情報
セキュリティ

統括アドバイザー

88 山村　雅幸 ﾔﾏﾑﾗ ﾏｻﾕｷ
東京工業大学・情報理工学院情報工学系・教
授 工学博士

1

87 中田　和秀 ﾅｶﾀ ｶｽﾞﾋﾃﾞ 東京工業大学・工学院経営工学系・教授 博士(理学)
機械学習・最適
化

異分野融合課題解決力涵養委
員 2

現在の専門 役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

0.5

91 吉敷　祥一 ｷｼｷ ｼｮｳｲﾁ
東京工業大学・科学技術創成研究院未来産業
技術研究所・教授 博士(工学)

建築構造学・耐
震工学

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

グローバルリーダーシップ涵
養委員 0.5

90 髙橋　将記 ﾀｶﾊｼ ﾏｻｷ
東京工業大学・リベラルアーツ研究教育院・
准教授

博士(スポー
ツ科学)

応用健康科学
異分野融合課題解決力涵養委
員

システム生物学・
合成生物学・循環
共生圏農工業

異分野融合課題解決力涵養委
員 0.5

89 野原　佳代子 ﾉﾊﾗ ｶﾖｺ
東京工業大学・環境・社会理工学院融合理工
学系・教授 DPhil

言語学・翻訳学・
サイエンス＆アー
ト融合

92 伊藤　浩之 ｲﾄｳ ﾋﾛﾕｷ
東京工業大学・科学技術創成研究院ナノセン
シング研究ユニット・准教授 博士(工学)

電子回路工学・
IoT

9

異分野融合課題解決力涵養委
員 1

93 米田　淳 ﾖﾈﾀﾞ ｼﾞｭﾝ
東京工業大学・超スマート社会卓越教育院・
特任准教授 博士(工学)

量子コンピュー
タ基盤技術・量
子技術

異分野融合課題解決力涵養委
員

計算機科学 研究アドバイザー 0.5

95 武田　稔 ﾀｹﾀﾞ ﾐﾉﾙ
株式会社ジェイテクト・研究企画部・グルー
プ長 学士(工学)

精密工学・トラ
イボロジー

94 荒井　ひろみ ｱﾗｲ ﾋﾛﾐ
理化学研究所革新知能統合研究センター・ユ
ニットリーダー 博士(理学)

0.5

企業アドバイザー 0.5

96

104

103

102

97

伊藤　みほ ｲﾄｳ ﾐﾎ 株式会社デンソー・先端技術研究所・所長 博士(工学）

101

100

機能材料 企業アドバイザー

99

98 0.5

Digital signal

processing and

artificial intelligence

with applications in

communication systems

海外アドバイザー 0.2

修士(工学）
電気工学・制御
システム工学

博士(工学）
スマート農業・林
業、リモートセンシ
ングボンエネルギー

異分野融合課題解決力涵養委
員

113 荒井　慧悟 ｱﾗｲ ｹｲｺﾞ 東京工業大学・工学院・准教授

白根　篤史

政府機関アドバイザー 0.5

阪口　秀 ｻｶｸﾞﾁ ﾋﾃﾞ
公益財団法人笹川平和財団海洋政策研究所・
所長 博士(農学） 海洋政策学

稲葉　亮 ｲﾅﾊﾞ ｱｷﾗ
農林水産省・農林水産技術会議事務局研究推
進課産学連携室・係長

博士(情報理
工学）

105

110 海外アドバイザー 0.5

研究アドバイザー 0.5

河野　整 ｺｳﾉ ﾋﾄｼ
東海旅客鉄道株式会社・技術開発部イノベー
ション推進室・担当課長 修士(工学） 鉄道土木 企業アドバイザー

産学連携事業

112

111

パナソニック・インダストリー株式会社・技
術本部・プリンシパルエンジニア 博士(工学）

マイクロ波回路・
無線通信システム 企業アドバイザー

アンリツ株式会社・通信計測カンパニー 新
商品企画開発プロジェクト・部長 学士(工学） 無線通信

Haris Gačanin ﾊﾘｽ ｶﾞﾁｬｰﾆﾝ
Institute for Communication Technologies and Embedded

Systems, RWTH Aachen University・Director of Chair

for Distributed Signal Processing
Ph.D.

研究マネージ
メント

企業アドバイザー 0.4

七野　勇人

ﾅｶﾞｲ ﾖｳ 株式会社クボタ・研究開発統括部 学士(工学）

片岡　幹彦 ｶﾀｵｶ ﾐｷﾋｺ

学士(商学) 行政

107

106

企業アドバイザー 0.5

企業アドバイザー 0.5

0.5

古橋　拓也 ﾌﾙﾊｼ ﾀｸﾔ
三菱電機株式会社・住環境研究開発センター
製品化技術開発部・主席技師長 学士(工学）

IEQ（室内環境
質）関連の研究開
発

成瀬 尚史 ﾅﾙｾ ﾅｵﾌﾐ

Seong-Luyn Kim ｾｵﾝ ﾘｭﾝ ｷﾑ
Yonsei University・School of Electrical
& Electronic Engineering・Professor Ph.D.

radioresourcemanagement,

information theory in

wireless networks,

collective intelligence,

androboticnetworks

海外アドバイザー 1

企業アドバイザー 0.5

企業アドバイザー 0.1

高橋　和晃 ﾀｶﾊｼ ｶｽﾞｱｷ

自治体アドバイザー 0.5

109

高野　正樹 ﾀｶﾉ ﾏｻｷ

海外アドバイザー 0.5

無線通信

大田区・企画経営部企画課・課長 学士

ｽﾘﾆﾊﾞｽ ｶﾞﾘﾒﾗ

114 髙橋　秀治 ﾀｶﾊｼ　ﾋﾃﾞﾊﾙ

0.1

前田　正明 ﾏｴﾀﾞ ﾏｻｱｷ
The Nippon Club, Japanese Chamber of Commerce &
Industry of NY, Inc. and JCC Fund・Vice
President & Assistant Secretary

MBA(MIT)・
工学修士

移動通信・経営
マネージメント

ｼﾁﾉ ﾊﾔﾄ
コマツ・生産本部生産技術開発センタ・主幹
技師 博士(工学） 鉄鋼材料

永井　陽

川崎重工業株式会社・技術開発本部技術企画
推進センターシステム開発企画部・部長

行政 自治体アドバイザー

108

嶋村　敏孝 ｼﾏﾑﾗ ﾄｼﾀｶ
川崎市・臨海部国際戦略本部国際戦略推進
部・担当課長

ｼﾗﾈ　ｱﾂｼ 東京工業大学・科学技術創成研究院・准教授 博士(工学）
グローバルリーダーシップ涵
養委員

Georgia Institute of Technology・Professor and
Director, Sustainable Thermal Systems
Laboratory, Hightower Chair in Engineering

Ph.D.
Sustainable Energy

Systems, Microscale Heat

Transfer, Heat Pumps

Yu Tao ｳ ﾄｳ
東京工業大学・超スマート社会卓越教育院・
特任准教授 博士(工学）

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

異分野融合課題解決力涵養委
員 9

Srinivas Garimella
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様式１

[公表]

戸村　崇 ﾄﾑﾗ ﾀｶｼ 東京工業大学・工学院・助教 博士(工学) アンテナ工学
異分野融合課題解決力涵養委
員 0.2117

0.5

0.5

1

0.5

0.5

0.5

0.5

116

118

119

120

121

122

役割分担 ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ

（【1906】機関名：東京工業大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

佐藤　大樹 ｻﾄｳ　ﾀﾞｲｷ 東京工業大学・科学技術創成研究院・准教授 博士(工学）
耐震・耐風設
計

異分野融合課題解決力涵養委
員

機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

鹿島　亨

田上　勝巳

渡邊　達也

ｶｼﾏ　ﾄｵﾙ

ﾀﾉｳｴ　ｶﾂﾐ

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀﾂﾔ

アズビル株式会社・AIソリューション推進
部・部長 修士(工学）

統計的機械学習，
数理最適化 企業アドバイザー

日本電気株式会社・ｖＲＡＮ事業統括部・シ
ニアディレクター

修士(電気電
子工学）

移動体通信 企業アドバイザー

LG Japan Lab株式会社・先端技術研究室・責
任研究員

修士（機械
工学）

機械材料・加
工

企業アドバイザー

123
Ampalavanapillai
Nirmalathas

ｱﾝﾊﾟﾗﾊﾞﾅﾋﾟﾗｲ
ﾆﾏﾗｻｽ

University of Melbourne, Professor Ph.D.

Microwave
photonics,
optical networks
etc.

海外アドバイザー

田中　由紀 ﾀﾅｶ ﾕｷ
楽天モバイル株式会社5G本部 ビジネスソ
リューション企画部 グループコーディネー
ション課 課長

学士（文
学）

コーディネー
ション

企業アドバイザー

山崎　慎也 ﾔﾏｻｷ　ｼﾝﾔ
マツダ株式会社・開発調査部・アシスタント
マネージャー

学士（理
学）

ITS、予防安
全、産学連携

企業アドバイザー
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様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

平成３１年度（２０１９年度） 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※採択時からの修正 

[採択時公表] 

（１）プログラムの全体像【１ページ以内】 
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。その際、平成３１年度「卓越大学院プログラ
ム」審査要項にある評価項目の「卓越性」、「構想の実現可能性」、「継続性及び発展性」、「実効性」が明確になるよ
うに記入してください。）

※ポンチ絵は不要です。

来たる超スマート社会（SSS: Super Smart Society）を牽引する人材には,サイバー空間とフィジ

カル空間の技術に加えて,最先端の量子科学を融合する能力が必須となる。これら 3 つの分野の知識

を併せ持つことにより,例えば究極の感度を有する量子センサによって観測した膨大なデータを,IoT

や 5Gを用いて収集し,量子コンピュータに搭載された人工知能により高速かつ効率的に解析すること

で,スマートシティやスマートエネルギーなどの超スマート社会が実現されるからである。

 このような社会的背景に基づき本プログラムでは,博士学位プログラム「超スマート社会卓越教育

課程」を設置し,(1)量子科学と人工知能の基幹的学力を有し,(2)サイバー空間・フィジカル空間にま

たがる専門分野で独創的な科学技術を創出でき,(3)量子科学から超スマート社会までの道筋を俯瞰

でき,(4)異分野が融合した社会課題の解決能力を有し,(5)産官学の各セクターを牽引できるリーダ

ーシップ力のある知のプロフェッショナル「スーパードクター」を養成する。 

本プログラムは,本学が実施している超スマート社会推進事業の中核的施策として設置されるもの

であり,その最大の特徴は,本学の 6つの学院・研究院およびリベラルアーツ研究教育院を横断する教

員が融合して教育を実施することである。すなわち,工学院を中心とするフィジカル空間技術と,情報

理工学院を中心とするサイバー空間技術と,理学院を中心とする量子科学の融合教育が実現され,こ

れら分野を横断した専門学力と独創性が涵養される卓越した教育プログラムである。 

超スマート社会の分野では,社会連携教育（オープンエデュケーション）および異分野融合研究（オ

ープンイノベーション）を介した人材育成が不可欠であり,そのために超スマート社会に関連する国

研,民間企業,自治体と本プログラムの橋渡しをする超スマート社会推進コンソーシアムを本プログ

ラム提案に先立って平成 30 年 10 月に設立している。本プログラムは,本学を含むコンソーシアム参

加機関の支援・協力・提言によって協創された卓越したプログラムであり,連携機関の協力のもと実

施する社会連携教育による俯瞰力の涵養と,異分野融合研究による課題解決力の涵養が実現可能な構

想である。また海外連携機関と協力したグローバルリーダーシップ教育を実施することにより,専門

知と高い「志」の両方を持つグローバルリーダーを養成することも本プログラムの特色である。

さらに異分野融合研究の成果や,社会連携教育により育成された人材を,連携機関を中心とする社会

に還元し,それに応じた教育研究資金を得るシステムが超スマート社会推進コンソーシアムに存在す

るため,学内外資源を好循環に回すことが可能になり,本プログラムの継続的な実施が実現される。 

 本プログラムには,「超スマート社会卓越教育課程」の目的を達成するための 13の実効性の高い教

育施策が用意されており,その企画・運営は,全体を統括するプログラム運営会議の下に設置される 5

つの教育プログラム専門委員会,すなわち①専門学力×独創力涵養委員会,②社会連携俯瞰力涵養委

員会,③異分野融合課題解決力涵養委員会,④グローバルリーダーシップ涵養委員会,⑤オンライン教

育委員会により実施される。この中で特にオンライン教育委員会は,本プログラムにおける教育科目

のオンライン配信に取り組み,時間,場所,世代にとらわれない学生主体の発展性の高い新しい教育を

実施する。 

本プログラムでは,企画本部の指揮の下,海外拠点“Tokyo Tech ANNEX”など国内／国際交流の全チ

ャネルを用いて優秀な学生を獲得する。また本プログラムには学生の質を保証する 4つのゲートが用

意されており,それら全てのゲートを潜り抜けた学生をスーパードクターとして社会へ輩出する。ま

たゲートにより選抜された学生には超スマート社会リーダーシップ博士奨励金を支給し,本プログラ

ムに集中できる環境を提供する。

本プログラムは,社会連携面では未来社会 DESIGN機構など,教育面ではリーダーシップ教育院など,

研究面では基礎研究機構など,本学が持つ高い学術基盤と密接に連携して運営される。また本プログ

ラムは,本学が進める大学院全体のシステム改革に掲げる施策を先行して実施するものであり,教育

改革,研究改革だけでなく,ガバナンス改革,その中でも特に社会連携と財務基盤の強化に発展するも

のである。
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様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

（２）プログラムの内容【４ページ以内】 
（国内外の優秀な学生を、高度な「知のプロフェッショナル」、すなわち、俯瞰力及び独創力並びに高度な専門性を
備え、大学や研究機関、民間企業、公的機関等のそれぞれのセクターを牽引する卓越した博士人材へと育成するた
め、国際的に通用する博士課程前期・後期一貫した質の保証された学位プログラムを構築・展開するカリキュラム
及び修了要件等の取組内容を記入してください。また、人材育成上の課題を明確にした上で、その課題解決に向け
検証可能かつ明確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し記入してください。） 

※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を
考慮する必要はありません。）

1) 養成する人材像

近代以降の社会革命（熱力学＋熱機関＝産業革命,情報科学＋計算機＝情報革命など）では,先端の

科学（物理学・情報科学など）と革新的な工学（機械・電気電子工学など）によって,我々の社会に変

革が起こった。来たる第 5 の社会的革命とも言われる超スマート社会の実現には,産業革命以降の機

械・電気・建設などのフィジカル空間の技術と情報革命以降のサイバー空間の技術の統合に留まらず,

量子科学や人工知能などの最先端の科学技術の融合が必須である。量子科学は,物質やエネルギーの

最小単位「量子」を支配する量子力学に基づく学問である。超並列計算を実現する量子コンピュータ

によって人工知能（深層学習など）の能力が飛躍的に向上し,量子暗号通信によって安全なネットワ

ーク技術をもたらし,究極の感度を有する量子センサによる IoT で高度な自動運転などを可能にする

と期待されている。 

このような量子科学に基づく超スマート社会の実現に向けて,本卓越教育院では図１に示す,(1)量

子科学と人工知能の基幹的学力を有し,(2)サイバー空間・フィジカル空間にまたがる専門分野で独創

的な科学技術を創出でき,(3)量子科学から超スマート社会までの道筋を俯瞰できるとともに,(4)異

分野が融合した社会課題の解決能力を有し,(5)産官学の各セクターを牽引できるリーダーシップ力

のある知のプロフェッショナル「スーパードクター」を養成する。 

2) 超スマート社会卓越教育プログラム

全学横断型の本プログラムでは,上記(1)-(5)の能力の涵養を目指し,図 2 に示す下記[1]-[13]の実

効性の高い施策を実施する。各施策は本学教員を中心に 8)で説明する超スマート社会推進コンソー

シアム参加機関や海外アドバイザーとともに学内外資源を活用して継続的に実施する。下記[1]によ

り量子科学と人工知能の基礎学力を身につけ,[2][3]でサイバー空間・フィジカル空間にまたがる専

門分野を学び,[4][5]で社会と繋がる俯瞰力を養い,[6][7][8][9]により異分野融合を前提とした社

会実装により課題解決力を身につけ,[10][11][12][13]でグローバルリーダーシップ力を涵養する。

[1] 量子科学・人工知能基礎科目群 [専門学力×独創力涵養委員会]

超スマート社会における先端技術を研究開発する上で必要となる基幹的学力を修得するため,

本プログラムで厳選する人工知能・量子科学に関する科目の取得を中間審査の通過条件とする。

基幹的学力を身に付けた上で,人工知能・量子科学を活用した教育研究に取り組む。

[2] サイバー・フィジカル専門科目群 [専門学力×独創力涵養委員会]

本プログラムで厳選するサイバー空間およびフィジカル空間に係る専門科目の取得を修了要件

とする。両空間の知識を修得することで超スマート社会へ向けた「専門学力×独創力」を養う。 

[3] サイバー・フィジカルクロスメンター制度 [専門学力×独創力涵養委員会]

異なる分野を専門とするメンターを設定する。これにより,異分野の客観的視点から見た教育研

究の意義の確認や課題解決の指針を得る。また修博一貫して担当学生の指導を行うことにより,

ラボローテーションのような短期的な経験では得られない継続的な効果を得る。

[4] 超スマート社会創造科目群 [社会連携俯瞰力涵養委員会]

専門力と俯瞰力を涵養するために,超スマート社会推進コンソーシアム参加機関（国研,民間企業,
自治体等）の協力を得て超スマート社会創造科目群を開講し,実社会の課題や超スマート社会の

実現に向けた先端技術を学ぶ。本科目群から所定の単位を取得することを修了要件とする。

[5] サイバー・フィジカルオフキャンパスプロジェクト [社会連携俯瞰力涵養委員会]

超スマート社会推進コンソーシアムの参加機関に赴いてオフキャンパスプロジェクトを実施す

ることを修了要件とする。自身の専門とは異なる分野の機関におけるオフキャンパスプロジェ

クトを経験することで,超スマート社会を俯瞰できる人材を育成する。

[6] 異分野融合マッチングワークショップ [異分野融合課題解決力涵養委員会]

プログラム参加学生（参加検討中の学生を含む）, 教員や超スマート社会推進コンソーシアム

8



様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

参加機関が合同で異分野融合のワークショップを開催し,学生の研究実績（シーズ）と社会の研

究課題（ニーズ）のマッチングを図る。学生の社会貢献に対する意欲を高め,自ら産学共同研究

を構築する機会を提供する。本ワークショップへの参加をプログラム登録の条件とする。 

[7] 異分野融合研究企画集中演習 [異分野融合課題解決力涵養委員会]

異分野融合の研究マッチング力強化のために,教員や連携機関から提出された課題から,学際的

かつ重要な課題を選出し,それを解決するための具体的な研究計画を立案する集中演習を行う。 

[8] 超スマート社会基盤技術研究プロジェクト（修士課程）[異分野融合課題解決力涵養委員会]

指導教員に加え,企業や自治体のアドバイザーから助言を受ける形態で,超スマート社会を実現

する基盤技術研究プロジェクトを実施し,異分野融合の課題解決力を涵養する。学生が主体的に

アドバイザーと議論し研究を遂行するためのインセンティブ経費として 50 万円相当の RA 経費

を支給する。

[9] 超スマート社会創造研究プロジェクト（博士課程）[異分野融合課題解決力涵養委員会]

上記[6]によりマッチングが成立した研究テーマに関して,超スマート社会を創造する研究プロ

ジェクトを連携機関と共同で実施することにより,異分野融合の社会課題の解決に取り組む。異

分野融合研究チームが成立した場合, インセンティブ経費として最大 200万円／年の RA経費等

を支給し社会実装研究を支援する。

[10] グローバルリーダーシップ力涵養科目群［グローバルリーダーシップ涵養委員会］

超スマート社会を牽引する力を涵養するために,本学のリーダーシップ教育科目を履修するこ

とを修了要件とする。身に付けたリーダーシップ力を発揮し,上記[9]の超スマート社会創造研

究プロジェクトおよび下記[12]のグローバルオフキャンパス研究プロジェクトに取り組む。

[11] 超スマート社会グローバルフォーラム [グローバルリーダーシップ涵養委員会]

超スマート社会推進コンソーシアムが企画し,世界各地から海外アドバイザーを中心に一流の

研究者を招聘して開催する超スマート社会グローバルフォーラムにおいて,研究成果を発表し,

質疑討論の中で研究の評価と今後の方針決定を行うことでグローバルな知見を獲得する。

[12] グローバルオフキャンパス研究プロジェクト [グローバルリーダーシップ涵養委員会]

海外連携機関やコンソーシアム参加機関の研究組織等に 3ヶ月以上滞在し,自らの研究テーマに

関連したグローバルな共同研究を実施する。この活動の中でグローバルリーダーシップ力を涵

養し,研究内容を深化させる。渡航旅費として学生 1人あたり最大 80万円の補助を支給する。

[13] 海外メンター制度  [グローバルリーダーシップ涵養委員会]

博士後期課程より海外メンター制度を導入し,海外アドバイザーとの面談により,学生が自身の

強み弱みを把握し,グローバルな視点に基づくキャリア形成の機会を与える。

3) 国内外の優秀な学生の獲得方法

優秀な学生を惹きつけるためには,魅力ある教育プログラム,学業・研究に集中できる経済的サポー

ト,多様な希望に沿った修了後の進路,そしてこれらの魅力を周知する広報が重要である。本プログラ

ムは,超スマート社会推進コンソーシアムと連携して実施されるため,社会連携による魅力ある教育

プログラムを提供可能であり,また異分野融合研究による産学共同研究 RA 経費（教育研究支援経費

「超スマート社会リーダーシップ博士奨励金」相当額）による経済的サポートがあり,さらに修了後

にコンソーシアム参加機関を中心とする連携機関への就職が有利なシステムを提供している。また海

外から優秀な学生を集めるために,本学が構築した国際ネットワークを最大限活用する。具体的には,

本学で 6 件採択されている文部科学省国費外国人留学生優先配置プログラムで入学する優秀な学生

に積極的に広報するとともに,109の海外大学・機関との協定,3つの ANNEX（タイ・ドイツ・米国）,3

つの海外オフィス（フィリピン・中国・エジプト）を通じて広報を行う。その上で,Web広告や SNS広

告を用いた広報のほか,学内でも日本人・留学生を問わず本プログラムに関係する 6学院 19系の登録

学生に対して本プログラム科目の履修を積極的に促す。その中から優れた学生を毎年 25 名程度選抜

する。

4) オンライン教育を用いた主体的な学びの支援

東京工業大学では平成 26 年より,オンライン教育の最先端組織である edX に加盟し,MOOC（大規模

公開オンライン講座）として 7科目を制作して世界中に配信し,令和元年までに累積で約 58,000人の
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受講登録がある。また,学内の学生が自由に学修できるように SPOC（小規模プライベートオンライン

講座）として 5科目を配信している。さらに,学内の学生が SPOCにより受講した科目の単位化制度も

確立した。本プログラムでは,こうした実績を活かし,本学の大学院生やコンソーシアム参加機関等の

若手エンジニアを主に対象としたオンライン教育を加速し,次世代の新しい教育スタイルを確立す

る。特に量子科学と人工知能など超スマート社会エンジニアリングの主要なトピック 10 科目以上を

SPOC/MOOC として制作し,学内の大学院生が動画を繰り返し視聴することで主体的な学び(Student-

centered learning)を支援するための環境を提供する。また連携機関などにも配信し,時間,場所,世

代にとらわれない新しいスタイルのリカレント教育や,本学が世界レベルで強い本分野の教育プログ

ラムを国内外に発信する。

5) 学位審査体制と質の保証

本プログラムでは,学生の質を保証するために,以下の 4つのゲートを設ける。

【ゲート 1】 プログラム登録選抜: 自分野でのサイバー・フィジカルオフキャンパスプロジェクトお

よび異分野融合マッチングワークショップへの参加を本プログラム登録の要件とする。本プログラム

への志望動機・修士から博士への研究計画・超スマート社会との関連について小論文を提出させる。

国研・企業・自治体アドバイザーの評価および異分野の学生間のピアレビューも考慮して,プログラ

ム担当者が厳正に審査し,プログラム登録者を決定する。

【ゲート 2】中間審査(博士後期課程開始前): 修士論文の概要・業績リスト,博士後期課程の研究計

画,超スマート社会への貢献に関する小論文を提出させる。指定の人工知能・量子科学基礎科目群の

単位取得者に対して,国研・企業・自治体アドバイザーの評価および異分野学生間のピアレビューを

考慮して,プログラム担当者が厳正に審査し,卓越教育院としての博士後期課程の開始を許可する。本

審査は,「超スマート社会リーダーシップ博士奨励金」受給資格認定審査を兼ねる。

【ゲート 3】本プログラム修了審査(博士課程修了前): 博士論文の概要および本プログラムでの活動

に関して口頭発表を行う。広い視点で異分野の聴衆に対して自分の研究の意義を語ることで,基幹学

力・独創力・俯瞰力が試される。修了条件を満たす者に対して,異分野学生間のピアレビューも考慮し

て,プログラム担当者が知のプロフェッショナルとしての資質を有することを審査する。

【ゲート 4】博士学位審査: 各学系において専門的な観点から博士論文が審査される。

ゲート 1～4をクリアした者に,博士(理学),博士(工学),博士(学術)のいずれかに「超スマート社会卓

越教育課程」の修了を付記して学位を授ける。

6) 超スマート社会教育研究支援経費制度＋つばめ博士学生奨学金＋共同研究 RA経費

学生が経済的に自立し勉学に集中するための環境を整えるため,「超スマート社会教育研究支援経

費制度」を導入する。この支援制度では,本学の博士後期課程学生対象の「東京工業大学つばめ博士学

生奨学金」に加えて,本プログラム登録の学生のうち,高い研究能力と将来性が認められた者に対し

て,「超スマート社会リーダーシップ博士奨励金」（博士後期課程：上限 200 万円／年）を RA 経費と

して支給する。奨励金支給学生の選抜にあたっては,本プログラムへの登録のために参加する「異分

野融合マッチングワークショップ」における評価やプログラム担当教員との面談,前述の中間審査（ゲ

ート 2）等を厳格に実施する。また,登録学生が有する研究シーズがコンソーシアム参加企業等のニー

ズと合致し,「異分野融合共同研究」が成立した場合には,この共同研究推進のための RA（リサーチア

シスタント）として雇用される。また,本プログラムは,様式２（４）6)に記載の文部科学省や JSTの

研究プロジェクトとも緊密に連携していくため,本プログラム登録学生はこれらのプロジェクトの RA

として雇用されることもある。さらに，異分野融合研究の推奨と学生の経済的支援のため，超スマー

ト社会基盤技術研究プロジェクトに取り組む修士学生に対し，研究助成等として RA経費を支給する。

なお,奨励金や異分野融合共同研究 RA 経費が獲得できなかった場合でも,当該学生の能力と将来性か

ら支援の必要性があると判断されれば,指導教員の RA経費を充当することも可能である。

7) 本プログラムの企画・運営体制
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 本プログラムの企画・運営体制を図 3に示す。本プログラムは,学

長および学長室（戦略統括会議）の指揮の下,プログラム責任者（岩

附）,プログラムコーディネーター（阪口）,財務担当副コーディネ

ーター（岩波）,評価担当副コーディネーター（高安）から成る「プ

ログラム運営会議」がプログラム全体を統括する。各教育プログ

ラムの企画・運営を担うのは,プログラム運営会議の下に設置され

る「①専門学力×独創力涵養委員会」,「②社会連携俯瞰力涵養委

員会」,「③異分野融合課題解決力涵養委員会」, 「④グローバルリーダーシップ涵養委員会」,およ

び「⑤オンライン教育委員会」の 5つの教育プログラム専門委員会であり, 本プログラムの担当者か

ら構成される。この中でオンライン教育委員会が実施する教育は, 時間,場所,世代にとらわれない学

生主体の発展性の高い新しい教育を実施するものであり,教育革新センター（CITL）と連携して運営

される。次項の 8)で詳細を説明する超スマート社会推進コンソーシアムは,本プログラムと社会との

橋渡しの役割を担い,コンソーシアム参加機関との連携した社会連携教育ならびに異分野融合研究を

実現する。プログラム運営会議は,全ての施策が滞りなく実施される様に管理運営を行うとともに,学

内外の評価委員を含めて PDCAサイクルを回す。

8) 超スマート社会推進コンソーシアムの体制

本プログラムの提案に先立って平成 30 年 10 月に設立した

超スマート社会推進コンソーシアムは,来たる超スマ

ート社会を牽引するリーダーを養成するために,人材

育成から研究開発までを統合した次世代型社会連携教育研究プラットフォームを産官学が連携して

共創することを目的としている。現在,国研,自治体,民間企業などから 50機関以上が参加している。

超スマート社会推進コンソーシアムは図 4 に示す組織図の様に,ネットワーキングの場を提供する超

スマート社会推進委員会,産官学の連携による人材育成プログラムを構築する社会連携教育運営委員

会,および異分野融合研究チームの構築を推進する異分野融合研究推進委員会が設置され,それぞれ

が本プログラムと密接に連携している。例えば,社会連携教育運営委員会に参加する機関は,教育プロ

グラム[4]の超スマート社会創造科目群を提供し,また[5]のサイバー・フィジカルオフキャンパスプ

ロジェクトで学生を受け入れる。異分野融合研究推進委員会に参加する機関は,教育プログラム

[6][8][9][12]の異分野融合研究プロジェクトによる超スマート社会の社会実装を推進する。

9) 人材育成上の課題

超スマート社会エンジニアリング教育における人材育成上の課題として,理学,工学,情報工学など

旧来の縦割り教育では超スマート社会時代に必要な知識を修得できない,大学における教育研究に学

生が主体的に取り組む施策が少なく学術面においても社会面においてもその地位が低下している,大

学の教育プログラムの中で学生が社会と接する機会が乏しく社会を俯瞰的に見ることができない,実

社会で解決すべき課題には多くの分野が複合的に影響するものが多いにも関わらず融合的な研究に

取り組む機会が乏しい,博士課程学生が安心して教育研究に没頭するための経済的サポートを実現す

る財務基盤が軟弱である,博士取得者が優位となる社会的地位が確立できておらず博士後期課程進学

者が増えない,等の課題があり,前述の本プログラムの施策[1]-[13]によって課題解決を行う。 

10) プログラムとして設定する検証かつ明確な目標

上記 9)で挙げた人材育成上の課題に対し,[1]-[13]の施策の効果を検証するため, 本プログラムで

は検証可能かつ明確な目標として,①学院横断型教育課程の設置,②学生の国際競争力の証として,登

録学生の学術誌における論文発表数,国際会議における発表件数,③学生が主体的に学ぶ機会の証と

して MOOC/SPOC 科目累積数,④社会と連携した教育の証として超スマート社会創造科目累積数,オフ

キャンパスプロジェクト参加学生数,⑤異分野が融合した研究の証として共同研究件数,⑥社会連携

による財務基盤強化の証として,コンソーシアム会員数,学内外資源獲得額,⑦博士取得者の社会的地

位向上の証として,博士修了者数,博士修了後の就職率,を掲げる。

図３: プログラムの企画・運営体制

図４: 超スマート社会推進コンソーシアムの組織図 
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図 1：本プログラムが養成する人材像 

図 2：提案する超スマート社会卓越教育プログラム
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◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項　目 内　容 実　績 備　考
【分野横断型教育の仕組
みの証】
「超スマート社会エンジ
ニアリング教育課程」の
設置

令和元年度までに設置 「超スマート社会卓越教育
課程」を令和元年度に設置
し，令和2年度より教育を開
始。

プログラム終了後に、学
院横断型複合系コースを
設置予定。

【学生の国際競争力の
証】
国際誌における論文発表
数

令和2～3年度合計　23編
令和4年度 23編
令和5～7年度 30編

令和2～3年度合計 37編
令和4年度　　　　36編

本プログラム所属学生が
関わる論文発表数

【学生の国際競争力の
証】
国際会議における発表件
数

令和2～3年度合計　46編
令和4年度 46編
令和5～7年度 60編

令和2～3年度合計 32編
令和4年度　　　　32編

本プログラム所属学生が
関わる発表件数

【学生が主体的に学ぶ機
会の証】
MOOC/SPOC科目累積数

令和元年度　　1科目
令和2年度　　 3科目
令和3年度　　 5科目
令和4年度　　 7科目
令和5年度　　 9科目
令和6年度　　10科目
令和7年度　　11科目

令和元～4年度　累計9科目

【社会と連携した教育の
証】
超スマート社会創造科目
累積数

プログラム終了までに7科
目を開講

令和2～3年度　累計3科目
令和4年度　　 累計4科目

[4] 超スマート社会創造
科目群

【社会と連携した教育の
証】
オフキャンパスプロジェ
クト参加学生数

令和2年度　　35人
令和3年度　　49人
令和4年度　　55人
令和5年度　　60人
令和6年度　　60人
令和7年度　　60人

令和元年度  13人
令和2年度   12人
令和3年度    7人
令和4年度   54人

[5] サイバー・フィジカ
ルオフキャンパスプロ
ジェクト
[12] グローバルオフ
キャンパス研究プロジェ
クト

【異分野が融合した研究
の証】
異分野融合マッチング共
同研究件数

令和元年度　  5件
令和2年度　　10件
令和3年度　　15件
令和4年度　　20件
令和5年度　　25件
令和6年度　　30件
令和7年度　　30件

令和元年度 10件
令和2年度  26件
令和3年度  19件
令和4年度  23件

【社会連携による財務基
盤強化の証】
超スマート社会推進コン
ソーシアム会員数

令和元年度　 30社
令和2年度　　35社
令和3年度　　40社
令和4年度　　45社
令和5年度　　50社
令和6年度　　50社
令和7年度　　50社

令和元年度   41社
令和2年度    45社
令和3年度    54社
令和4年度    58社

【社会連携による財務基
盤強化の証】
学内外資源獲得額

令和元年度　46,500千円
令和2年度　111,000千円
令和3年度　179,000千円
令和4年度　234,000千円
令和5年度　275,000千円
令和6年度　282,500千円
令和7年度　282,500千円

令和元年度  67,124千円
令和2年度  134,439千円
令和3年度  220,583千円
令和4年度  279,706千円

【博士取得者の社会的地
位向上の証】
博士修了者数

令和5年度以降、毎年25人
以上

令和3年度  2人
令和4年度  5人

【博士取得者の社会的地
位向上の証】
博士修了後の就職率

97%以上 100％
(帰国2人）

給与を得る博士研究員、
修了後1年以内に就職す
る帰国留学生や起業する
学生などは就職した修了
生に含む。

※適宜行を追加・削除してください。

(機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム)
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◎本プログラムの学生受入に関する事項【１ページ以内】

本プログラムの学生受入開始（予定）年月日

本プログラムの学生受入予定人数

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 10（ 10 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 10 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 10（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 10（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） 25（ 0 ） （ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

本プログラムによる学位授与数（年当たり）の目標

H37
(2025)

100

③

25人

H34
(2022)

85

H35
(2023)

100

H36
(2024)

100

H31
(2019)

0

H32
(2020)

35

H33
(2021)

60

H36
(2024) 100

H37
(2025) 100

博士課程（4年
制）1年

博士課程（4年
制）２年

博士課程（4年
制）3年

博士課程（4
年制）4年

計 合計

H34
(2022) 85

H35
(2023) 100

H33
(2021) 60

H31
(2019) 0

H32
(2020)

①

令和2年4月1日

②

各年度における本学位プログラムの在籍予定学生数を該当する表に記入してください。括弧内はそのうち課
程の途中から編入を受け入れる予定数を記入してください（編入を受け入れる予定数は、年度ごとに記入し
てください。編入を行う予定の年度の翌年度以降は、当該編入予定数は在籍予定学生数に含めてくださ
い。）。
※「プログラムの基本情報」（様式１）の「７．授与する博士学位分野・名称」に記載の学位を授与する予
定の学生数を記入してください。

※計及び合計欄は自動的に入力されます。

博士前期課程
1年

博士前期課程
2年

博士後期課程
1年

博士後期課程
2年

博士後期課程
3年

計

35

（機関名：東京工業大学 プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）14



様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

（３）大学院全体のシステム改革【２ページ以内】 
（申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのかについて、本事業による取組はどのような位置
づけで、どのような役割を果たすのか、取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのかという観点から、具体的に
記入してください。 
本事業において既に採択されたプログラムがある場合は、既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の
取組状況を記入するとともに、大学院システム改革と本事業による取組の関係を明確にしてください。） 

※ポンチ絵は不要です。

・申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのか

本学は,長期目標として掲げる「世界最高の理工系総合大学の実現」に向けて,平成 28 年には他の国

立大学では例を見ない,教育・研究・ガバナンスの改革を同時に行う大胆な大学改革を実行した。平成

30 年には,それまでの基礎研究の成果に基づく実学の府としての高い実績および上述の大学改革の成

果を踏まえた指定国立大学法人構想に基づき,指定国立大学法人の指定を受けている。 

本学の指定国立大学法人構想における大学院全体のシステム改革では,平成 28 年 4 月から開始した

学部と大学院を統一した学院及びリベラルアーツ研究教育院による革新的な教育体系をベースに,博士

課程教育リーディングプログラムのノウハウを継承・新設したリーダー能力養成プラットフォームであ

るリーダーシップ教育院の機能を活用し,全学の英知を結集して卓越した大学院教育を展開する。また,

世界から優れた学生を惹きつけ,卓越大学院の教育研究体制を維持・発展させるために,新たに設定した

重点分野及び戦略分野について,組織の壁を超えた全学横断型の教育研究(複合系コースの設置など)を

展開し,学内・国内外の大学と連携して推進する。さらに,産業界を含む社会との多様な連携を通じて財

務基盤の強化を図り,それをもとに学生への奨学金制度を充実するとともに,オンライン教育等を通じ

て学生主体の教育(Student-centered learning)を推進し,学生が学びやすい仕組みを構築する。 

平成 30 年 4 月に着任した益学長は,教職員や学生との対話を重ね,指定国立大学法人として具体的に

取り組むべき課題について,「東工大アクションプラン 2018-2023」（以下「アクションプラン」という。）

として取りまとめた。アクションプランの 4 つの柱は,1.創造性を育む多様化の推進,2.Student-

centered learning の推進,3.飛躍的な研究推進で社会に貢献,4.経営基盤の強化と運営・経営の効率化

である。また,同年,新しい全学組織として「未来社会 DESIGN機構」を設置した。この機構は,学術的な

叡智に立脚した社会や科学・技術に対する客観的な分析と深い洞察により,予測可能な未来とはちがう

「人々が望む未来社会とは何か」を,社会と一緒にデザインする。そこからバックキャストすることに

よりアクションプランの戦略を決定することに資する役割も担う。

これらの大学院システム全体のシステム改革計画における喫緊の課題は,学内外資源を活用しつつ組

織の壁を超えた全学横断型の教育研究を展開し,研究大学としての責務をより高い水準で果たすこと,
及び,超スマート社会エンジニアリングを含む新たな領域を開拓し,その成果の社会実装を自律的かつ主

体的に行う好循環を生み出し,社会に貢献するとともに財務基盤を強化することである。 

・本事業による取組の位置づけ

本プログラムは,前述の大学院全体のシステム改革の項目のうち,特に以下の 5 項目,全学横断教育研

究,社会と連携した教育研究および社会実装,またそれらを通じた財務基盤の強化（好循環の実践）,オ

ンライン教育による学生主体教育の実施,リーダーシップ教育院の機能を活用したリーダーシップの養

成を先導する位置づけとなる。「未来社会 DESIGN機構」が未来社会についての長期のビジョン構築を担

うのに対して,本プログラムはそこからバックキャストした中期目標を達成するために,超スマート社

会エンジニアリングという新たに設定した分野において教育研究を実施する。

・本事業による取組の役割

上記の大学改革により,教員が学院・研究院に所属することになり,横断的な教育プログラムの配置

や,コースの設置が柔軟に行えるようになった。本プログラムはそれら仕組みを活用し,まず工学院,情

報理工学院,理学院をはじめとする 6 つの異なる学院・研究院およびリベラルアーツ研究教育院から参

画する教員により,全学を横断する『超スマート社会卓越教育課程』を設置する。そして,本プログラム

を通して本分野を本学の強みとなる分野に育て,将来的には『超スマート社会卓越コース』（仮称）を設

置する予定である。これは,大学改革の目玉であった複合系コースの発展に大きく寄与する。また,リー

ダーとしての人間力を育む全学プラットフォームであるリーダーシップ教育院との連携によって,リベ

ラルアーツ教育と文理融合の強化に向けた改革の旗振り役を担い,超スマート社会を牽引するグローバ
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様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

ルリーダーとして社会から評価される修了生を輩出する。加えて,本プログラムが実践する教育科目の

オンライン配信は,時間,場所,世代にとらわれない学生中心の新しい教育を実現し,本学が掲げる

student-centered learningを具現化する。

本プログラムは,「世界が抱える課題に真摯に向き合い,新たな社会・経済システム等の提案を行い,

その成果を社会に還元することを通して社会からの評価と支援を得る」という本学がめざす好循環を先

導して実践する役割を果たす。その鍵を握るのが,人材育成から研究開発までを統合した新たな次世代

型社会連携教育研究プラットフォームの構築を目指して平成 30 年 10 月に設立した超スマート社会推

進コンソーシアムである。本プログラムには,このコンソーシアムを通じて産業界を含む社会と広く連

携し,全学横断（異分野融合）研究を実施して社会課題の解決と社会実装に取り組み,その成果に応じた

研究教育資金を獲得するスキームが組み込まれている。これにより,学生の俯瞰力・課題解決能力を涵

養し,学生への経済的支援を充実させるとともに,本学の経営基盤の強化に貢献する。連携は研究のみ

ならず教育にもおよび,コンソーシアム参加機関が人材育成に直接携わり,教育の質を向上させ,高い専

門力と独創力を身につけた学生がさらに高いレベルの成果を社会に還元するという好循環を生む。本学

は財務目標として,2030 年度に産学連携から教育に 13.4 億円を投入する計画である。全教員数の約 20

分の 1が参画している本プログラムでは,最終年度(2026年度)に"学外資源"として教育のために産業界

から得る支援額を 1.3 億円と計画しており,これを大学全体に敷衍すれば単純計算では 26億円となる。

本学の財務目標は十分達成可能な数字と言える。 

本学は,上述の好循環を強力に推進すべく,様々な団体からの支援金を受け入れるための会員（協賛

金）制度,受託教育制度など新しい費用制度を学内に設け,学外資金獲得環境を既に整備した。超スマー

ト社会推進コンソーシアムはそれらの制度を活用して運営する。将来的には,このコンソーシアムを発

展させたコンサルティングファームを学外に設置し,本学の生み出す知と社会のニーズとのマッチン

グ・マーケッティングを実施する予定であり,すでに創設に向けた準備を開始している。さらに,東工大

基金等の増強及びその運用益等による財務基盤の強化と,戦略的な資源配分を行う経営的視点を取り入

れた大学マネジメントの構築も行っている。なお,守秘義務を組み込んだ学位審査体制の整備と組織と

しての利益相反への対応は,教育と研究双方において民間と協力するため避けて通れず,本プログラム

においても大学が責任を持ってサポートする。

・取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのか

本プログラムが全学に先んじて実施する全学横断教育研究,社会と連携した教育研究および社会実

装,またそれらを通じた財務基盤の強化,オンライン教育による学生主体教育の実施,リーダーシップ教

育院と連携したリーダーシップ教育を大学院全体に波及させる。特に本プログラムの最大の特徴である

コンソーシアムを介した社会連携教育研究およびそれらを通した財務基盤の強化は,指定国立大学法人

構想およびアクションプランの実現に大きく資する予定である。

・本事業における既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の取組状況

本事業において,本学では平成 30 年度に『「物質×情報＝複素人材」育成を通じた持続可能社会の創

造』が採択されている。構想の中で示した大学院システム改革の検討が順調に進んでいる。例えば,分

野横断型の教育課程を設置し,構想通りの人数が卓越教育院に登録した。また,学外資源確保の制度と

して,プラクティススクールや会員制度を実施している。 

一方,今回申請する本プログラムは,社会連携を通じた教育・研究をさらに推進する点が特徴である。

指定国立大学法人の使命を実現するため,超スマート社会の実現を推進する超スマート社会推進コンソ

ーシアムを平成 30 年 10 月に設立したところであり,参加機関と連携して人材育成から研究開発までを

統合した新たな次世代型社会連携教育研究プラットフォームを構築する。既に,オープンエデュケーシ

ョンとオープンイノベーションの融合に向け,マッチングワークショップやフォーラムを開催した。マ

ッチングワークショップは,参加企業との共同研究を学生自らが主体となって構築する機能や,参加企

業と触発しあいながら新しい研究を立ち上げる機能を有しており,サイバーとフィジカルをつないで自

らでエコシステムを作ることができる全く新しいプログラムである。どちらのプログラムも本学の将来

構想に沿い,教育本部の下,教育課程を設置するという本学の制度改革のアドバンテージを活かした共

通の仕組みを使う一方で,産業界と連携した具体的な教育研究では既採択プログラムと異なる手法を用

い,それぞれのプログラムが特性を活かして大学院システム改革に取り組んでいる。 
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様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

（４）プログラムの特色、卓越性【２ページ以内】 
（「最も重視する領域」を中心に、申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色、卓越性に関して記入
してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

1) 超スマート社会へ向けた課題

来たる超スマート社会に向けて,それを支える人材が不足していることは火を見るより明らかであ

る。現在,データサイエンティスト育成事業など所謂 AI 教育が立ち上げられつつあるが,サイバー空間

のみの教育では不十分である。なぜなら,地球の未来に向けて解決されるべき社会課題は,いずれもフィ

ジカル空間にあり,真に求められる知のプロフェッショナルは,サイバー空間とフィジカル空間の知識

を併せ持つことが求められる。またサイバー・フィジカルシステムにおいて,フィジカル空間のセンシ

ング対象はより微細化され,逆にサイバー空間の計算量は膨大となるため,量子センサや量子コンピュ

ータなどの量子科学の知識も必須となる。この様な知識を併せ持つ知のプロフェッショナルの育成に

は,工学（フィジカル空間技術）,情報工学（サイバー空間技術）,理学（量子科学）が独立に教育され

る組織では対応不可能であり,大学院教育システムの抜本的な改革が必要である。

2) 超スマート社会推進コンソーシアムの卓越性

東京工業大学は,上記 1)に掲げる課題を解決し,超スマート社会牽引するリーダーを養成するため

に,本卓越大学院プログラムの提案に先立ち,超スマート社会推進コンソーシアムを平成 30 年 10 月に

設立した。本コンソーシアムの目的は,超スマート社会に必要となる人材育成から研究開発までを統合

した次世代型社会連携教育研究プラットフォームを産官学が連携して共創することである。コンソー

シアムには,サイバー空間,フィジカル空間,量子科学に跨る本学の多様な教員だけでなく,超スマート

社会に関わる国研,民間企業,自治体等が令和 5 年 4 月段階で 50 機関以上参加しており,世界に類を見

ない組織である。本活動は新聞などにも取り上げられ,例えば平成 30 年 11月 2 日の科学新聞朝刊には

『「超スマート社会実現へ」東工大中心にコンソーシアム』と掲載されている。本提案プログラムは,コ

ンソーシアム参加教員および連携機関で議論を重ねて入念に構築したものであり,例えば本プログラム

の特別アドバイザーを務める,農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）理事長（前総合科学技術・

イノベーション会議（CSTI）有識者議員）の久間和生氏の監修を受けている。

3) 提案プログラムの特色

本提案プログラムは,超スマート社会を牽引する人材育成の課題を解決するために,本学が実施して

いる超スマート社会推進事業の中核的施策として実施されるものである。その最大の特徴は,本学の 6 

つの学院・研究院およびリベラルアーツ研究教育院を横断する教員が融合して教育を実施することであ

る。工学院を中心とするフィジカル空間技術と,情報理工学院を中心とするサイバー空間技術と,理学

院を中心とする量子科学の融合教育が実現され,これら分野を横断した専門学力と独創力が涵養され

る。特に将来の発展性を見据えて最先端の量子科学を超スマート社会に取り入れており,この様な教育

を実施出来るのは世界中探しても本プログラムのみである。 

また超スマート社会の分野では,社会連携教育（オープンエデュケーション）および異分野融合研究

（オープンイノベーション）が最も重要であり,そのために国研,民間企業,自治体と本プログラムとの

橋渡しをする超スマート社会推進コンソーシアムが存在している。サイバー・フィジカルオフキャンパ

スプロジェクトなどの社会連携教育により俯瞰力が涵養され,超スマート社会創造研究プロジェクトな

どの異分野融合研究により社会課題の解決能力が涵養される。また異分野融合研究の成果や,社会連携

教育による人材を,連携機関を中心とする社会に還元し,それに応じた教育研究資金を得るシステムが

超スマート社会推進コンソーシアムに存在するため,学内外資源を好循環に回すことが可能になり,本

プログラムの持続的実施が可能となる。

 またリーダーシップ教育院および海外連携機関と連携したグローバルリーダーシップ教育やグロー

バルオフキャンパス研究プロジェクトなどを実施することにより,専門知と高い「志」を併せ持つグロ

ーバルリーダーを養成することも本プログラムの特色である。さらに本プログラムにおける教育科目

をオンライン配信することにより,student-centered learning の実現の一つとして,時間,場所,世代

にとらわれない学生主体の新しい教育を実施することも本プログラムの特色である。 

4) プログラム担当者の国際的卓越性
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本学は量子科学および Internet of Things (IoT)の分野において卓越した研究実績をもつ。例えば,

量子コンピューティングにおいて,基礎研究機構の西森秀稔教授は世界で初めて量子アニーリング理論

を構築し,現行技術の基礎を築いた(C&C賞受賞)。工学院の波多野睦子教授は文部科学省 Q-LEAPにおけ

る量子計測・センシング領域 Flagship プロジェクトの研究代表者を務めている。また,IoTの実現に不

可欠な通信技術において,例えば,阪口啓教授は第 5 世代移動通信システム（5G）の国際標準化を牽引

し,また岡田健一教授はその実用化に不可欠なミリ波無線回路の研究開発で世界を先導している。さら

に,鈴森康一教授は,人工筋肉などで革新的な機構の実現からベンチャーによる社会実装まで行うな

ど,ロボティクス分野をリードする研究者である。情報分野においては,本学は Green 500 で世界一位

となったスーパー コンピュータ TSUBAME3.0 をもち,例えば,科学技術創成研究院の高安美佐子教授は,

金融ビッグデータ解析で顕著な業績をもつ。情報理工学院の篠田浩一教授は NIST主催の映像検索評価

ワークショップで世界一になった映像解析技術をもつ。また,令和元年度時点で本プログラムにおける

本学の担当者は計 61 名であったが,過去 10 年間で JST CREST(10 名,延べ 14 件),SCOPE(3 名延べ 7

件),ImPACT(2名),Q-Leap,新学術領域研究代表(3名,延べ 5件),基盤 A(10 名,延べ 14 件),その他 28件

の大型政府系予算を獲得している。また,科学技術分野の文部科学大臣表彰を 5 名,日本学術振興会賞

を 3 名が受賞している。以上のように卓越した研究力をもった教員がサイバー空間とフィジカル空間

および量子科学を融合させた研究を推進することにより,教育・研究水準をさらに高める。

5) 東工大の国際的位置付け

本学は,Quacquarelli Symonds社による大学全体の格付け（QS World University Rankings 2023）

では,世界第 55 位（国内第 3 位）に位置付けられており,その中でも特に本プログラムの中核を成す工

学：世界第 39位（国内第 2位）,自然科学：世界第 46位（国内第 3位）において国際競争力を有して

いる。また平成 30 年 3 月には指定国立大学法人の指定を受け,世界最高水準の大学であると文部科学

省から評価されるとともに,国立大学改革の推進役として期待されている。一方,輩出する人材の社会

的評価では,東洋経済新報社が令和 3 年 10 月に実施した「有名企業 400 社への就職率」に関する大学

ランキングでは国内第 2位,また Times 社が発行する Times Higher Education (THE)に記載された就

職率に関する大学の格付け（Global University Employability Ranking 2022）では世界第 31位（国

内第 2位）に位置付けられており,社会を牽引する人材育成に対して高い評価を得ている。また平成 30

年から海外拠点「Tokyo Tech ANNEX」（Bangkok：平成 30年 3月,Aachen：平成 31年 3月）の設置を開

始しており,国際的な教育,広報,および研究を戦略的に実施することで上記の位置づけは更に改善され

るものと思われる。

6) 既存プログラムの実績と連携

本プログラムは,関連する本学の既存プログラムと密接に連携して運営される。社会連携に関しては,

本学に設置されている超スマート社会推進コンソーシアム,未来社会 DESIGN 機構,オープンイノベーシ

ョン機構,先進エネルギー国際研究センター（AES）,および JST-OPERA「社会活動継続技術共創コンソー

シアム」と連携する。研究面では,本学の基礎研究機構,学術国際情報センター（GSIC）,また文部科学

省 Q-LEAP,文部科学省 COI「地球インクルーシブセンシング研究機構」,JST未来社会創造事業大規模プ

ロジェクト型,JST-CREST「分散協調型エネルギー管理システム構築のための理論及び基盤技術の創出と

融合展開（EMS）」と連携し,最先端の教育研究環境を提供する。例えば,本プログラム担当者の藤田政之

教授は JST-CREST における EMS 領域の研究統括を務めており,サイバー・フィジカルシステムの研究を

牽引している。教育面では,本学の物質・情報卓越教育院, エネルギー・情報卓越教育院,リーダーシッ

プ教育院,イノベーション人材養成機構,データサイエンス・AI特別専門学修プログラム,サイバーセキ

ュリティ特別専門学習プログラム,教育革新センター（CITL）,国際教育推進機構と連携する。この中で

CITL には,オンライン教育開発室（OEDO）が設置されており,本プログラムは OEDO と連携することで,

超スマート社会エンジニアリングに関するオンライン教育を実施する。国際面では中国清華大学,フラ

ンス École Nationale des Ponts et Chaussées (ENPC),韓国科学技術院 (KAIST),台湾国立交通大学と

のダブルディグリープログラム,タイ国 NSTDA との共同教育プログラム TAIST-Tokyo Tech,海外 ANNEX,

国際教育推進機構が提供する協定校派遣留学と連携する。
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（５）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】 
（学長の考える現状の大学院システムの課題と、学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように取り組むか、
また、学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構
想の中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発
展性の見込みについて記入してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

・学長の考える現状の大学院システムの課題と,学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように

取り組むか

これまでの大学における教育研究では,学術分野の細分化と深化が進んだため,蛸壺的な研究室での

教育研究・専攻内での教育研究から抜け出せず,独創的な研究成果を出す人材が育ちにくい状況となっ

ている。専門的競争が進み,学生が自主的に自専門以外の課題を学ぶ余裕が失われ,俯瞰的視点で自身の

研究を捉える機会が失われている。また,自身の研究と社会との接点を見いだせなく,社会の課題を解決

するためのリーダーシップ力を磨く機会も乏しい。さらに,博士取得者が優位となる社会的地位が確立

できておらず,博士後期課程進学者が増えない状況にある。 

 そこで本学では,平成 28 年度に学長のリーダーシップの下で教育改革を行い,抜本的なシステム変更

を行うことで,教育の改善を試みているところである。具体的には,学部・研究科を学院に,細分化され

た専攻は学生がより広い専門分野で学修できる系・コースとした。さらに,他大学では学科・専攻単位

で管理されている学生定員を学院単位で管理することで,学生の希望と社会の要請により大学が教育プ

ログラムであるコースを設置できる体制としている。これに伴い,学院を横断した学際的な分野におい

ても複合系コースを自由に設置できる特徴を有する。本プログラムでは,学院全体を横断する『超スマ

ート社会卓越教育課程』を設置するものであり,本分野を本学の強みとなる分野に育て,将来的には複

合系コースとして発展させ継続する予定である。

・学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組

本学は,国立大学法人化を契機に「世界最高の理工系総合大学の実現」を長期目標に掲げ,第三期中期目

標期間においては,『出藍の学府の創造。日本の東工大から世界の Tokyo Techへ』を基本方針に掲げ,

学長のリーダーシップのもと,大学の総力を結集して世界のトップスクールに比肩しうる教育研究体制

の構築を目指している。

 本学のこれまでの取り組みに加え,重点分野や戦略分野の設定による研究力強化の戦略,未来社会像

の立案と発信強化,ガバナンス体制の強化,財務基盤の強化等の新たな構想が評価され,平成 30 年 3 月

には世界最高水準の教育研究活動の展開が相当程度見込まれる指定国立大学法人に指定されたところ

である。学外からも評価された強力なマネジメント体制とその体制を維持するために以下の取組みの

下,本プログラムを運営する。 

平成 29年 4月には,全学的な企画立案執行組織として,教育・国際連携,研究・産学連携,広報・社会

連携,およびキャンパスマネジメントの 4 つの本部を立ち上げた。さらに,学長指名の部局長等を構成

員に含む学長直属の戦略統括会議を設置し,教育,研究,人事,財務など広範囲にまたがる事項を相互に

連携させ,機動的かつ迅速な意思決定と評価分析を一元的に統括する体制とした。 

平成 30年 4月には,学長が理事・副学長のうち一名を総括理事に指名し,学長の業務の一部を委任す

るプロボスト制を導入することにより,学長が大学運営により専念できる体制を構築した。 

また予算面でのマネジメント体制として,大学予算の一部を予め学長裁量経費として留保し,本学の

中長期的なビジョンに基づき戦略的投資が必要とされる取組に対して重点的に投入する仕組みとなっ

ている。学外資金獲得については,様々な団体からの支援金を受け入れるための会員（協賛金）制度,受

託教育制度など新しい費用制度を学内に設けた。当該申請に関わる超スマート社会推進コンソーシア

ムにおいて会員（協賛金）制度を既に実施している。またファンドレイザーを雇用し機動性を高めた基

金室を中心に,蔵前工業会（本学同窓会組織）と連携した資金獲得の施策を進めている。

また平成 30 年度の学長主導の新たな取り組みの一つとして,学長,理事・副学長による部局の将来構

想ヒアリングを開始した。これにより,大学の構想と同じ方向性をもった部局の構想を策定することが

可能となり,一層現実的な大学運営のマネジメントが可能となった。 

以上の通り,学長が戦略的に大学運営をマネジメントできるガバナンス体制となっており,本プログ

ラムは学長が全体責任者となり責任を持って運営する。また学長のマネジメントの下,本プログラムを

含む全学的な戦略を決定する戦略統括会議が本プログラムの評価分析と教育,研究,財務にまたがる事
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項の意思決定を一元的に行う。 

・大学全体の中長期的な改革構想の中での当該申請の戦略的な位置づけ

本プログラムは,本学第三期中期計画で謳われている「融合分野研究等を核とする卓越した大学院教

育を実施するとともに,産業界との連携を強化した博士課程教育を実施する」ことを具現化した取り組

みである。平成 30 年 4 月に着任した益学長は,教職員や学生との対話を重ね,指定国立大学法人として

具体的に取り組むべき課題について,「東工大アクションプラン 2018-2023」（以下「アクションプラン」

という。）として取りまとめた。アクションプランの 4 つの柱は,1.創造性を育む多様化の推

進,2.Student-centered learning の推進,3.飛躍的な研究推進で社会に貢献,4.経営基盤の強化と運

営・経営の効率化である。今後,指定国立大学法人構想及びアクションプランを指針として,学内外資源

を活用しつつ組織の壁を超えた全学横断型の教育研究を展開し,研究大学としての責務をより高い水準

で果たすとともに,当該申請により超スマート社会エンジニアリングを含む新たな領域の開拓とその成

果の社会実装を自律的かつ主体的に行う好循環を生み出し,社会に貢献するとともに財務基盤の強化を

図る予定である。本学の戦略を企画する学長直属の戦略統括会議において,全学的視点から検討され,

計画や構想に記載されたものである。本学の計画や構想実現に資するのみならず,持続可能な社会創造

という社会的要請にも応えるものである。 

本学の指定国立大学法人構想では,自然科学分野としての強みをさらに強化する重点分野として,新・

元素戦略,デジタル社会デバイスシステム,統合エネルギー科学の 3 つを決め,新たな領域を開拓する戦

略分野として,次世代コンピューティングにより実現するスマート社会である Cyber Physical & 

Social System,安全・安心な暮らしと健康的な生活を支える次世代の社会インフラである Sustainable 

Social Infrastructure,生命現象・生命情報・地球生命の本質的理解に取り組む Holistic Life Science

の 3つを掲げた。 

卓越大学院プログラム申請は,これらの重点分野を中核として立案することを学長を中心とするマネ

ジメント体制の下で定め,平成 30 年度には新・元素戦略を背景とするプログラムを申請し,採択された。

令和元年度はデジタル社会デバイスシステム〜次世代コンピューティングにより実現するスマート社

会〜を背景とする本プログラムを学長が戦略的に選択し提案した。さらに，令和 2年度には統合エネル

ギー科学を背景とするプログラムを申請し，採択された。学長が責任をもってマネジメントを行い,全

学を挙げて本プログラムの推進に集中して取り組んでいる。 

・高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展性の見込み

本プログラムの継続性の担保のため,外部からの資金確保が重要となる。指定国立大学法人としても

財務基盤の強化が構想の実現に欠かせなく,様々な形の産学共同研究および産学共同教育のより一層の

活発化,キャンパスの再開発などを計画している。社会連携教育研究プラットフォームとして既に構築

した超スマート社会推進コンソーシアムには,融合研究を実施して社会課題の解決と社会実装に取り

組み,その成果に応じた研究教育資金を獲得するスキームが組まれている。また,蔵前工業会（本学同窓

会組織）と連携した資金獲得の施策を強化することとしており,学長を中心としたトップセールスを積

極的に行い,共同教育体制,共同研究体制だけにとどまらない広い関係を構築していく。これらの取り組

みにより,外部資金の獲得等による基金の充実を進め,財務基盤の強化で得た資金の一部は教育研究基

盤に還流することとしており,本プログラムではそれらの資金を活用し永続的な運営を担保する。 

本プログラムは,本学の重点分野から戦略分野に繋ぐ内容であり,特に本学の強みである量子科学と

スマート社会基盤技術の融合を進める重要な分野と位置づけている。卓越大学院による学位プログラ

ムとしての『超スマート社会卓越教育課程』を土台に,将来的には学院横断型複合系コースへ発展させ

ることを予定しており,本学の教育研究分野の強みの一つに成長させ,社会からも注目される教育分野

とする。

以上,本学の特徴である学長のリーダーシップと強力なガバナンスの下,本プログラムを着実に実

行・継続し,社会・産業界が必要とする人材を育成し,課題に応え,豊かな未来社会の実現に貢献する。

その貢献を実効性ある形で社会に示すことにより,教育研究と財務基盤の間の好循環を達成し,新に国

際競争力を有する大学としての位置づけを確たるものとする。 
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（６）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】 
（学位プログラムの継続、発展のための学内外資源に関し、①確保のための方策、②活用の方策について、様式５－
１、様式５－２との関連及び具体的な算出根拠を示しつつ、記入してください。） 

※ポンチは不要です。

①確保のための方策

本プログラムでは, 学内だけでなく, 学外からの資金も確保・活用することで, 補助金が減額また

は補助が終了した後も, 本プログラムが立ち上げる各種の事業と学生の教育研究支援経費制度を継

続できる工夫を施す。表１に, 今後の学内外資源の推移を示す。 

 平成 31 年度は, 超スマート社会推進コンソーシアムの協賛金などの学外資源と学内資源に加えて, 

本補助金を活用して, 本プログラムに係る教育研究環境を整備する。令和 2年度以降も, 超スマー

ト社会コンソーシアムの会員数を増加させ協賛金収入の増加を見込むとともに, 本プログラムに参画

する教員と学生の研究シーズとコンソーシアム参加機関のニーズとのマッチングを推進することで,

異分野融合共同研究を成立させ, 学外資源の拡充に努める。なお, 既に平成 30年度に, 異分野融合

マッチングワークショップを開催し, 共同研究の議論が具体化しつつある案件が複数出てきている。

1) 学内資源の確保

本プログラムに登録する博士後期課程学生の指導教員には, 経済的支援が必要な学生への RA経費

の支出を義務付ける。また, 学生研究経費として, 本プログラムに登録する修士課程学生および博士

後期課程学生の指導教員は, 当該学生の研究を実施するための研究経費を支出する。また, 本学では

博士後期課程学生が対象の「東京工業大学つばめ博士学生奨学金」制度があり, 本プログラム登録の

博士後期課程学生にもこれを支給する。 

2) 学外資源の確保

本プログラムの実効的な推進のためには, 超スマート社会推進コンソーシアムとの連携は欠かすこ

とができない。コンソーシアム参加企業等と異分野融合マッチング共同研究を実施する場合には, 本

プログラム登録学生を RAとして雇用して研究を推進することとしており, この RA経費は参加企業等

が負担する。また, 本プログラムと緊密に連携して実施される文部科学省や JSTの大型研究プロジェ

クト（様式２（４）6）参照）に参画する学生の RA経費も確保する。コンソーシアム参加機関から集

める協賛金は大学予算と区分して経理管理する制度（会員制度）を導入しており, これを超スマート

社会推進事業の一環として本プログラムにおける人材育成事業にも充てる。コンソーシアムの参加

機関数は平成 31 年 3月末で 30以上となっており, 本プログラムが目指す方向性に国研, 民間企業,

自治体から高い関心が寄せられている証左である。本プログラムの事業実施によりコンソーシアム活

動の活性化が期待され, 本プログラム終了時には参加機関の数は 50機関に到達することを目標とし

ている。また, コンソーシアムに参画する国立研究開発法人の研究者が本学の特定教員（外部機関か

ら給与が支払われる本学の教員制度）を務めることで, 本プログラムの講義や演習を通じて学生の教

育に関わることとしている。

②活用の方策

学内外資源については, 超スマート社会推進コンソーシアムとの連係により確保される部分が大き

いため, 本コンソーシアムの活動に密接に関わる本プログラムの事業等に充当する。具体的には, 

特任教員雇用経費, 特任専門員雇用経費, 事務員雇用経費である。 

表１ 学内外資源の推移 
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様式２ 

（機関名：東京工業大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】 
＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は
該当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプ
ログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責任
者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プログラム及び関与しているプログラム担当者の氏
名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明してく
ださい。
特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合についても、継続されてい
るプログラムとの違いを上記にならい記述してください。）

※ポンチ絵は不要です。

本学では, 平成 23年度採択の博士課程教育リーディングプログラムとして, 環境エネルギー協創

教育院（ACEEES：複合領域型（環境））, 情報生命博士教育院（ACLS：複合領域型（生命健康））, グ

ローバル原子力安全・セキュリティ・エージェント教育院（U-ATOM：オンリーワン型）の 3つのプロ

グラムがあり, また平成 24年度採択のプログラムとして, グローバルリーダー教育院（AGL：オール

ラウンド型）がある。この中で, ACEEES, ACLS, U-ATOMは平成 30年 3月に, また AGLは令和元年 3

月に, 国からの教育・研究資金の補助期間が終了し, 現在は本学の自主事業として各々の教育課程を

継続している。令和元年度時点での本プログラムの担当者のうち, 当時これらのプログラムの担当者

であった者は, ACEEES（3名）, ACLS（4名）, U-ATOM（0名）, AGL（3名）である。また本学は,

平成 30年度採択の卓越大学院プログラムの実施母体として, 物質・情報卓越教育院（TAC-MI）を設

立し, 現在本プログラム担当者 1名を含めてプログラムを実施中である。ただしこの 1名は TAC-MI

が主担当であり, 大学院全体のシステム改革を行うために本プログラムではリエゾンを担当してい

る。

[ACEEES] 環境エネルギー協創教育院（ACEEES）は,環境とエネルギーの両分野における人材の養成を

目的としていた。一方,本プログラムで対象としている超スマート社会に,エネルギーというキーワー

ドは含まれるが,本プログラムではエネルギー自体ではなく,超スマートなエネルギーマネージメン

トシステム（EMS）を対象の一つとしており,ACEEES とは対象分野も参加学生も異なる。なお,本プロ

グラム担当者である波多野睦子教授,Cross Jeffrey Scott教授,浅輪貴史准教授の 3名は,当時は

ACEEES のプログラム担当者であったが,本プログラムに集中する。また,ACEEESは中間・最終評価共

に S評価を得ており,本プログラムでも良い教育施策は積極的に活用している。

[ACLS] 情報生命博士教育院（ACLS）は,生命科学の一流の専門家でありながら最新の情報科学を道具

として使える人材,または情報科学の一流の専門家でありながら生命科学の方法論と思考を理解する

複合的人材の養成を目的としていた。一方,本プログラム担当者にも ACLSに参加していた教員はいる

が,本プログラムでは生命科学や情報科学自身ではなく,スマートヘルスなど超スマート社会の創造

を対象の一つとしており,ACLSとは対象分野も参加学生も異なる。なお,本プログラム担当者である

伊藤武彦教授,林宣宏教授,相澤康則准教授,篠田浩一教授の 4名は,当時は ACLS のプログラム担当者

であったが,本プログラムに集中する。また,ACLSは中間・最終評価共に同カテゴリ内では最高の A

評価を得ており,本プログラムでも良い教育施策は積極的に活用している。 

[AGL] グローバルリーダー教育院（AGL）は,広く政財産官学界にわたりグローバル社会を牽引してい

くトップリーダーの養成を目的としていた。一方,本プログラムは量子科学を活用する超スマート社

会エンジニアリングという特定の分野を対象としており,AGLとは対象分野も参加学生も異なる。な

お,本プログラム担当者である岩附信行教授,Cross Jeffrey Scott教授の 2名は,当時は AGLのプロ

グラム担当者であったが,本プログラムに集中する。 

[TAC-MI] 現在実施中である物質・情報卓越教育院（TAC-MI）は,物質と情報を自在に操り,「ものつ

くり」を社会のサービスに繋げて考える「複素人材」の養成を目的としている。TAC-MIが,物質科学

と情報科学を対象としているのに対して,本プログラムは,スマートシティやスマートトランスポーテ

ーションなど超スマート社会自体を対象としており,TAC-MIとは対象分野も参加学生も異なる。な

お,本プログラム担当者の中尾裕也教授は,TAC-MIを主担当としており,本プログラムにはリエゾンと

して参画頂いている。リエゾンである教員には,大学院全体のシステム改革において,プログラム間の

足並みを揃え,相乗効果を出す役割を担って頂く。 

22



様
式

４

（
単

位
：
千

円
）

H
3
1
/
R

1
R

2
R

3
R

4
R

5
R

6
R

7

4
0
2
,4

8
0

2
7
1
,2

4
5

2
3
9
,9

1
5

1
9
6
,1

0
5

1
9
4
,4

1
5

1
5
9
,1

8
5

1
3
0
,3

2
5

3
0
9
,6

0
0

2
0
8
,6

5
0

1
8
4
,5

5
0

1
5
0
,8

5
0

1
4
9
,5

5
0

1
2
2
,4

5
0

1
0
0
,2

5
0

9
2
,8

8
0

6
2
,5

9
5

5
5
,3

6
5

4
5
,2

5
5

4
4
,8

6
5

3
6
,7

3
5

3
0
,0

7
5

3
6
0
,0

3
9

2
6
6
,5

0
9

2
3
9
,9

1
5

1
9
6
,1

0
5

2
7
6
,9

5
3

2
0
5
,0

0
7

1
8
4
,5

5
0

1
5
0
,8

5
0

8
3
,0

8
6

6
1
,5

0
2

5
5
,3

6
5

4
5
,2

5
5

学
内

外
資

源
（
資

金
計

画
）

4
6
,5

0
0

1
1
1
,0

0
0

1
7
9
,0

0
0

2
3
4
,0

0
0

2
7
5
,0

0
0

2
8
2
,5

0
0

2
8
2
,5

0
0

学
内

外
資

源
（
実

績
/
見

込
み

）
6
7
,1

2
4

1
3
4
,4

3
9

2
2
0
,5

8
3

2
7
9
,7

0
6

2
7
5
,0

0
0

2
8
2
,5

0
0

2
8
2
,5

0
0

（
学

内
外

資
源

内
訳

）

学
内

資
源

（
法

人
運

営
費

等
）

1
5
,2

2
3

2
3
,0

8
7

5
5
,0

3
2

7
0
,8

7
7

1
5
2
,5

0
0

1
5
2
,5

0
0

1
5
2
,5

0
0

1
4
,0

3
5

3
5
,4

2
9

2
4
,7

5
3

1
2
,6

7
8

3
7
,5

0
0

4
5
,0

0
0

4
5
,0

0
0

2
,6

3
9

3
6
,1

0
6

8
9
,9

6
4

1
1
7
,1

5
9

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

1
,2

2
5

8
5
8

8
0
3

1
9
,6

8
8

3
4
,0

0
2

3
8
,9

5
9

5
0
,0

3
1

5
9
,3

0
4

7
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

現
金

換
算

可
能

な
も

の

補
助

金
実

績
額

令
和

元
年

度
採

択
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
中

間
評

価
調

書

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
経

費
関

係
調

書
 （

中
間

評
価

後
修

正
変

更
版

）
※

中
間

評
価

時
か

ら
の

修
正

資
金

実
績

・
予

定
表 年
度

補
助

金
交

付
額

う
ち

直
接

経
費

う
ち

間
接

経
費

う
ち

直
接

経
費

う
ち

間
接

経
費

学 外 資 源 ( 外 部 資 金 等 )

共
同

研
究

収
入

受
託

研
究

収
入

寄
附

金
収

入

基
金

収
入

そ
の

他
収

入

（
　

【
1
9
0
6
】
　

機
関

名
：
東

京
工

業
大

学
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

称
：
最

先
端

量
子

科
学

に
基

づ
く
超

ス
マ

ー
ト

社
会

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

23



様
式

４

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

運
営

費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

収
入

額
。

・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

費
（
協

賛
金

）
収

入
額

2
8
,5

0
0
千

円
、

科
学

研
究

費
補

助
金

5
,5

0
2
千

円
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

運
営

費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

費
（
協

賛
金

）
収

入
額

2
6
,5

0
0
千

円
、

科
研

費
1
1
,7

6
0
千

円
、

前
述

以
外

の
受

託
事

業
費

6
9
9
千

円
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
高

度
人

材
育

成
博

士
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

、
越

境
型

理
工

系
博

士
人

材
育

成
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

（
協

賛
金

）
収

入
額

3
1
,5

0
0
千

円
、

科
研

費
が

1
7
,5

9
3
千

円
、

上
述

以
外

の
受

託
事

業
9
3
8
千

円
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
高

度
人

材
育

成
博

士
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

、
越

境
型

理
工

系
博

士
人

材
育

成
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
、

企
業

か
ら

の
寄

附
金

。
・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

（
協

賛
金

）
収

入
額

3
0
,5

0
0
千

円
、

科
研

費
2
8
,1

9
4
千

円
、

上
述

以
外

の
受

託
事

業
6
1
0
千

円
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
高

度
人

材
育

成
博

士
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

、
越

境
型

理
工

系
博

士
人

材
育

成
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

（
協

賛
金

）
、

科
研

費
、

上
述

以
外

の
受

託
事

業
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
高

度
人

材
育

成
博

士
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

、
越

境
型

理
工

系
博

士
人

材
育

成
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

（
協

賛
金

）
、

科
研

費
、

上
述

以
外

の
受

託
事

業
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

【
学

内
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：
法

人
運

営
費

等
●

使
途

：
教

育
研

究
フ

ィ
ー

ル
ド

関
連

経
費

、
R

A
経

費
、

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

つ
ば

め
奨

学
金

、
高

度
人

材
育

成
博

士
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

、
越

境
型

理
工

系
博

士
人

材
育

成
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
費

【
学

外
資

源
】

●
学

内
区

分
事

項
：

・
共

同
研

究
収

入
は

、
共

同
研

究
費

。
・
受

託
研

究
収

入
は

、
受

託
研

究
費

。
・
寄

附
金

収
入

は
、

奨
学

寄
附

金
。

・
そ

の
他

収
入

は
、

受
託

事
業

（
協

賛
金

）
、

科
研

費
、

上
述

以
外

の
受

託
事

業
。

●
使

途
：

学
生

の
教

育
・
研

究
経

費
、

教
育

研
究

フ
ィ

ー
ル

ド
関

連
経

費
、

人
件

費
、

消
耗

品
費

等

＜
記
入

要
領
＞

①
金
額
は
千
円
単
位
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
法
人
運
営
費
の
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
学
長
裁

量
経

費
、
授

業
料

減
免

と
し
て
の
措

置
分

、
教

育
研

究
支

援
経

費
相

当
と
し
て
の
措

置
分

と
い
っ
た
も
の
を
想

定
し
て
い
ま
す

。

備
考

学
内

外
資

源
の

確
保

に
向

け
た

取
組

状
況

超
ス

マ
ー

ト
社

会
推

進
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
参

加
機

関
数

を
増

や
し

、
学

外
資

源
（
そ

の
他

収
入

）
の

確
保

に
努

め
る

。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
当
た
り
、
補
助
金
以
外
の
資
金
が
ど
れ
く
ら
い
投

入
・
活

用
さ
れ
て
い
る
か
の
現

況
及

び
今

後
の
計

画
を
把

握
す

る
た
め
、
「
補

助
金

交
付

額
（
う
ち
直

接
経

費
）
」
及

び
「
補

助
金

交
付

額
（
う
ち
間

接
経

費
）
」
に
は
、
当

該
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

す
る
各

事
業

年
度
の
直
接
経
費
と
間
接
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
H
3
1
/
R
1
年

度
か
ら
R
3
年

度
は
交

付
決

定
額

、
R
4
年

度
以

降
は
申

請
予

定
額

）
。
H
3
1
/
R
1
年

度
か
ら
R
3
年

度
の
「
補

助
金

実
績

額
（
直

接
経

費
）
」
及

び
「
補

助
金

実
績

額
（
間

接
経

費
）
」
は
、
各

年
度

の
実
績
報
告
書
の
金
額
と
一
致
す
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
学
内
外
資
源
（
資
金
計
画
）
」
に
は
、
申
請
時
の
計
画
調
書
（
採
択
後

提
出

版
）
様

式
５
－

１
「
卓

越
大

学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
資

金
計

画
表

」
の
「
学

内
外

資
源

」
の
各

年
度

の
金

額
と
一

致
す

る
よ
う
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
学

内
外

資
源

内
訳

」
に
は
、
学

内
資

源
（
運

営
費

交
付
金
、
授
業
料
収
入
、
雑
収
入
等
）
、
学
外
資
源
（
共
同
研
究
収
入
、
受

託
研

究
収

入
、
寄

附
金

収
入

、
基

金
収

入
、
そ
の
他

収
入

）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
（
H
3
1
/
R
1
年

度
か
ら
R
3
年

度
は
実

績
額

、
R
4
年

度
か
ら
R
7
年

度
は
見

込
額

）
。
ま
た
、
現

金
換

算
可

能
な
も
の
に

つ
い
て
も
、
そ
の
相
当
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

備
考
欄
に
は
、
計
上
し
た
法
人
運
営
費
・
外
部
資
金
の
学
内
区
分
の
事
項

や
主

な
内

容
の
ほ
か
、
現

金
換

算
可

能
な
も
の
の
内

訳
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

、
記

載
量

に
よ
っ
て
、
適

宜
セ
ル
の
幅

を
調

整
し
て
構

い
ま
せ

ん
。

「
学
内
外
資
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組
状
況
」
欄
に
は
、
資
金
計
画
の
達

成
に
向

け
、
令

和
４
年

度
以

降
の
学

内
資

源
・
学

外
資

源
の
確

保
の
見

込
み

、
学

内
外

に
お

け
る
取

組
や

調
整

の
状

況
等

に
つ

い
て
記

述
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
運
営
費
と
し
て
算
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
主
と
し
て
④
の
よ
う
に
個

別
の
事

項
と
し
て
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
措

置
し
て
い
る
も
の
を
想

定
し
て
お

り
、
本

来
法

人
運

営
費

で
支

出
す

べ
き
内

容
の
経

費
（
補

助
金

以
外

の
財

源
で
雇

用
さ
れ
て
い
る
本

務
教

員
の
人

件
費

、
共

通
設
備
費
　
等
）
に
つ
い
て
は
算
出
の
対
象
外

と
し
ま
す
。
な
お
、
以
前

は
補

助
金

で
支

出
し
て
い
た
経

費
で
、
補

助
金

の
予

算
減

に
対

応
し
て
法

人
運

営
費

・
外

部
資

金
か
ら
支

出
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
算

出
に
加

え
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る
外
部
資
金
の
う
ち
、
「
そ
の
他
収
入
」
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば

、
備

考
欄

に
具

体
的

な
資

金
名

に
つ

い
て
も
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
運
営
費
、
外
部
資
金
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
上
記
を
踏
ま
え
、
実
績

報
告

書
上

の
「
自

己
収

入
額

」
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
も
、
該

当
が
あ
れ
ば

記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
運
営
費
、
外
部
資
金
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営

に
係

る
も
の
の
う
ち
、
特

に
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係

る
も
の
と
し
て
算

出
が
可

能
な
も
の
の
合

計
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

→
特
に
、
法
人
運
営
費
に
つ
い
て
は
、
基
盤
的
経
費
と
の
切
り
分
け
が
で
き
な
い
も
の
も
多

数
あ
る
と
想

定
さ
れ
る
た
め
、
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係

る
法

人
運

営
費

全
て
の
算

出
が
困

難
な
場

合
に
は
、
全

額
を
記

載
す

る
必

要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑤
以
外
で
金
額
の
算
出
に
あ
た
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
れ
以
外
と
の
金

額
の
切

り
分

け
を
行

う
も
の
（
主

と
し
て
外

部
資

金
を
想

定
）
に
つ

い
て
は
、
可

能
な
限

り
切

り
分

け
を
行

い
計

上
し
て
く
だ
さ
い
。

（
　

【
1
9
0
6
】
　

機
関

名
：
東

京
工

業
大

学
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

称
：
最

先
端

量
子

科
学

に
基

づ
く
超

ス
マ

ー
ト

社
会

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 254,476 0
量子コンピューティングデバイス測定システム　一式 39,374 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートフィールドロボット教育研究システム　一式 32,990 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートモビリティITSシステム　一式 29,040 超スマート社会教育研究フィールドの整備

人工知能教育研究システム　一式 25,403 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートマニュファクチャリング教育研究システム　一式 19,793 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートモビリティ自動運転システム　一式 18,850 超スマート社会教育研究フィールドの整備

超スマート社会教育研究フィールド構築のための設備備品及び消耗品一式 89,026

【人件費・謝金】 9,533 0

特任教員（特任教授･ｺﾝｿｰｼｱﾑ）　1名（6か月） 2,851 3,801千円自己負担

特任教員（特任准教授） 　2名 (3か月) 3,636

特任教員(特任教授）　 　1名（1か月） 597

事務支援員　 1名（5か月） 1,845

事務支援員(ｺﾝｿｰｼｱﾑ）　1名（7か月） 580 761千円自己負担

教育研究フィールドプロモーションビデオ作成補助謝金 3名 24

【旅費】 1,832 0

外国旅費　プログラムの実施に係る調査  4名 1,482

外国人招聘旅費　キックオフ記念式典(海外機関）キャンセル料 9名 350

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

＜令和元年度（２０１９年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、
具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

【物品費】
本プログラムが目指す超スマート社会を牽引する博士人材を育成するための教育研究環境整備を行った。具体的
には，超スマート社会教育研究フィールドの構築として，量子コンピューティング，スマートモビリティ，スマートロボ
ティックス，スマートマニュファクチャリング，人工知能等の研究設備の整備を行うとともに，その他プログラムに必
要な備品等を購入した。

【人件費・謝金】
本プログラム全体の運営体制の整備のために，専任の特任教員および事務支援員を雇用した｡また，超スマート
社会教育研究フィールドのプロモーションビデオの作成のための謝金を支出した。

【旅費】
本プログラムの実施に係る調査などのために外国旅費として支出した。3月に開催予定であったキックオフ記念式
典の準備を進めたが，新型コロナウイルス感染症対策の影響のためキャンセルし，開催を延期した。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費については，この補助金から支出していない。

【その他(教育研究支援経費以外】
学生主体教育を実現に向けて，大規模公開オンライン講座（MOOC）における主要LMSであるedX上に基礎的なコ
ンピュータサイエンスを扱う講座「プログラミングしながら学ぶコンピュータサイエンス入門」を構築・開講した。また，
本プログラムのホームページを作成するとともに，3月に開催予定（コロナの影響で実際は9月に開催）であったキッ
クオフ記念式典，グローバルフォーラム関係等のリーフレット等を作成し広報活動を行った。その他本プログラムの
実施に必要な経費を支出した。

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和元年度（２０１９年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

【その他（教育研究支援経費以外）】 11,112 0

外注費　LMSの教務データ連携ミドルウェア開発委託 2,915

外注費　プログラム広報用ホームページ更新費 1,000

外注費　サイトサーベイによるWiFi環境調査 825

外注費　物品移動作業（ワイヤー放電加工機解体搬出 他）(Robot Zoo Sky) 586

外注費　オンライン教育MOOC/SPOC制作 963

外注費　教育研究フィールドプロモーション用映像制作 3,969

外注費　プログラム広報用パンフレットデザイン費 336

外注費　電気自動車ラッピング(スマートモビリティ) 276

印刷製本費　キックオフ記念式典ポスター等 125

その他　プログラムの実施に係る調査に伴う学会参加費 117

返納　32,467千円

276,953 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和元年度（２０１９年度））　 　合　計
276,953

超スマート社会推進コンソーシアム事務局の人件費，物品購入等について支出した。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 128,335 0

量子コンピューティングデバイス測定拡張用システム　一式 31,700 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートインフラメンテナンスのための設備備品　一式 22,846 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートモビリティプライベート5Gネットワーク　一式 16,130 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートモビリティITS路側帯システム　一式 12,957 超スマート社会教育研究フィールドの整備

超スマート社会教育研究フィールド構築のための設備備品及び消耗品一式 44,702 超スマート社会教育研究フィールドの整備

【人件費・謝金】 55,447 0

特任教員(特任教授）　 　1名    (12か月） 7,141

特任教員（特任准教授）　　３名　 （12か月） 12,793

特任教員（特任助教）　 　2名　　(12か月） 17,387

事務支援員　　３名　　(12か月） 9,534

TA経費(異分野融合・オンライン教育）　15名　（9か月） 1,308

ＲＡ経費(超ｽﾏｰﾄ社会基盤技術研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経費）13名（7か月） 3,253

ＲＡ経費(超ｽﾏｰﾄ社会創造研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経費）　3名（9か月） 3,395

非常勤講師給与　　5名　(  5か月） 325

外部評価委員謝金　 　5名×45千円 225

広報用パンフレット原稿執筆等　2名 86

【旅費】 811 0

国内旅費　非常勤講師旅費 1

海外旅費　赴任旅費　 　1名(オーストラリア～大岡山） 810

＜令和２年度（２０２０年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、
具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

【物品費】
初年度に構築した量子コンピューティング，スマートモビリティ等の超スマート社会教育研究フィールドを拡張すると
ともに，新たに，スマートインフラメンテナンス等の教育研究フィールド構築のための環境整備を進めた。また，本プ
ログラムに必要な物品を購入した。

【人件費・謝金】
プログラム全体の運営体制の整備のために，引き続き専任の特任教員および事務支援員を雇用するとともに，新
たに特任教員を増員し，教育・運営体制の強化を図った。また，高い研究能力と将来性ある研究を実施している修
士課程の登録学生13名に対し超スマート社会基盤技術研究プロジェクト経費としてRA経費を支出した。また，超ス
マート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学生3名に対してリーダーシップ博士奨励金相当のRA経
費を支出した｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師給与や各種謝金等を支給した。

【旅費】
新たに雇用した特任教員の赴任旅費および非常勤講師の旅費を支出した。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費については，この補助金からは支出していない。

【その他(教育研究支援経費以外】
学内授業のオンライン化を目的に学内向けLMSを利用して「量子科学の最前線」等2科目をSPOCとして，超スマー
ト社会の啓発を目的としたオンラインコースの開発・提供のために「Introｄuction to Computer Science and
Programming」をMOOCとして構築し開講した。また，既存のWebサイトや広報ツールの内容を見直しを行い，プログ
ラムの意義，趣旨やプログラムの魅力を伝えるコンテンツを盛り込んだWebサイトやパンフレットを作成し，情報発
信を行った。その他プログラムの実施に必要な経費を支出した。

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和２年度（２０２０年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 20,414 0

外注費　オンライン教育Weｂサイト構築 1,980

外注費　オンライン教育MOOC/SPOC製作費　 1,749

外注費　超スマート社会卓越教育院講義科目翻訳 1,107

外注費　その他教育研究フィールド構築作業等 4,579

印刷製本費　プログラム広報用(学生向け)パンフレット等 463

通信運搬費　スマート農業フィールド設備備品配送料等 15

その他　プログラム広報業務 2,243

その他　教育研究フィールドプロモーション用映像制作 1,956

その他　振動増幅可視化システムトレーニング費 1,210

その他　特任教員居室用スペース使用料等 5,112

返納　　3,643千円

205,007 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和２年度（２０２０年度））　 　合　計
205,007

新型コロナウイルス感染拡大の影響により家計の急変や教育研究活動の制限を受けている登録学生に対して緊
急一時金を支給した。超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件
費や物品購入等について支出した。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出した。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

28



（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施した事業の具体的内容について記入

経費の明細＜補助金＞

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 83,693 0

実構造物を用いたスマートインフラメンテナンス演習システム 15,838 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートロボティクス(manufacturing)を構築するための設備備品 9,866 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートロボティクスフィールド(Land)を構築するための設備備品 7,704 超スマート社会教育研究フィールドの整備

量子センサ作成評価拡張用システム 6,925 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートワークプレースシステム 6,075 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートオーシャンフィールドを構築するための設備備品 5,446 超スマート社会教育研究フィールドの整備

超スマート社会教育研究フィールド構築のための設備備品及び消耗品一式 31,839 343千円自己負担・同上

【人件費・謝金】 74,972 0

特任教員(特任教授）　 　1名    (12か月） 6,659

特任准教授　  2名 　(12か月） 14,673 1,630千円自己負担

特任助教　  2名　　(12か月） 14,850 750千円自己負担

事務支援員　 　3名(12か月）・1名（6か月） 14,999

事務支援員（室長）　1名 　(12か月） 6,392

TA経費(異分野融合集中演習・オンライン教育）12名（12か月） 1,415

ＲＡ経費(超ｽﾏｰﾄ社会基盤技術研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経費）21名（12か月） 4,681

ＲＡ経費(超ｽﾏｰﾄ社会創造研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ経費）　16名（12か月） 10,256

非常勤講師給与　　8名　(12か月） 279

外部評価委員謝金　 　4名×45千円 180

スマートワークプレース実験補助謝金　16名 540

グローバル委員会英語ディスカッション練習謝金 1名 48

＜令和３年度（２０２１年度）＞

本補助金が適切かつ効果的に使用されたか各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）についての使用目的、必要性について、
具体的かつ明確、簡潔に記入すること。

備考

・実施（基幹）大学で使用した経費と共同実施機関で使用した経費を区分して記載してください。

＜令和３年度（２０２１年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

【物品費】
超スマート社会を牽引する博士人材を育成するため，各教育研究フィールドの整備・拡張を行い，卓越した教育研
究を進めた。その他プログラムに必要な備品等を購入した｡

【人件費・謝金】
特任教員を引き続き雇用し，本プログラムにおける教育研究に係る実施体制の整備・充実を図った。また，プログ
ラム全体の管理運営を行うための事務支援員を引き続き雇用するとともに，新たにチームリーダーとして室長およ
びオンライン教育業務の充実のために事務支援員1名を雇用し，運営体制の強化を図った。また，高い研究能力と
将来性ある研究を実施している修士課程の登録学生21名に対し超スマート社会基盤技術研究プロジェクト経費と
してRA経費を支出した。また，超スマート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学生16名に対してリー
ダーシップ博士奨励金相当のRA経費を支給した｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師給与や各種謝金
等を支給した。

【旅費】
プログラム実施に係る調査や広報業務等に必要な旅費を支出した。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費はこの補助金からは支出していない。

【その他(教育研究支援経費以外】
各教育研究フィールドの整備・保守費を外注費として支出した。その他プログラムの実施に必要な経費を支出し
た。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

【旅費】 31 0

国内旅費　プログラム広報ホームページ取材旅費　 3名 3

国内旅費　プログラムの実施に係る調査　4名 3

国内旅費　非常勤講師乗車賃　  2名 3

国内旅費　スマートワークプレース実験補助乗車賃　10名 22

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 25,854 0

外注費　スマートワークプレースクラウド構築・保守費 3,517

外注費　スマート農業フィールド電源等整備費　 3,218

外注費　スマートモビリティフィールド車両等整備・保守費 2,151

外注費　オンライン教育コンテンツ翻訳費 1,150

外注費　スマートワークプレース用設備設置作業委託費 1,013

外注費　各フィールド構築作業・保守費等 1,111

印刷製本費　プログラム広報用（学生向け）パンフレット 23

通信運搬費　スマート農業運搬費 等 197

その他　プログラム広報用ホームページ更新費 3,832

その他　スマートワークプレースクラウド構築にかかる諸経費 1,863

その他　量子コンピューティングフィールド構築にかかる諸経費 1,797

その他　スマートワークプレースフィールド借料 1,420

その他　特任教員居室用スペース使用料 1,200

その他　教育研究フィールドプロモーション用映像制作 3,362

184,550 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当した学内外資源の主な用途を記入してください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により家計の急変や教育研究活動の制限を受けている登録学生に対して緊
急一時金を支給した。超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件
費や物品購入等について支出した。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出した。

（令和３年度（２０２１年度））　 　合　計
184,550

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の実施内容＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

経費の明細＜補助金＞

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 40,939 0

スマートロボティクスフィールド備品：3D計測ソフト 748 超スマート社会教育研究フィールドの整備

オンライン教育環境を構築するための設備備品 422 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートインフラメンテナンスフィールドを構築するための設備備品 4,346 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートオーシャンフィールドを構築するための設備備品 497 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマート農業フィールドを構築するための設備備品 1,868 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートモビリティフィールドを構築するための設備備品 209 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートロボティクスフィールド(manufacturing)を構築するための設備備品 396 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートロボティクスフィールド(Sky)を構築するための設備備品 6,155 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートロボティクスフィールド(Land)を構築するための設備備品 812 超スマート社会教育研究フィールドの整備

スマートワークプレースフィールドを構築するための設備備品 3,850 超スマート社会教育研究フィールドの整備

プログラムを実施するための設備備品 109 超スマート社会教育研究フィールドの整備

異分野融合課題解決力涵養委員会を運営するための設備備品 981 超スマート社会教育研究フィールドの整備

量子センサ作成評価拡張用システム 660 超スマート社会教育研究フィールドの整備

各教育研究フィールドを整備するための消耗品 19,491
超スマート社会教育研究フィールドの整
備

702千円を自己負担

プログラムの実施のための消耗品 318
グローバルフォーラム実施のための消耗品 77

＜令和４年度（２０２２年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的か
つ明確、簡潔に記載してください。

【物品費】
超スマート社会教育研究フィールドの整備・充実に必要な物品を購入するとともに，プログラムの実施に必要な物
品を調達し，卓越した博士人材の育成に必要な教育研究環境の整備を図った。

【人件費・謝金】
プログラム全体の事務統括，プログラムの運営，MOOC/SPOC開発および超スマート社会教育研究フィールドを活
用した教育を実施するために，特任教員および事務支援員を引き続き雇用し，プログラムを円滑に運営する体制
を構築・保持した。
異分野融合研究の推奨と学生の経済的支援のため，超スマート社会基盤技術研究プロジェクトに取り組む修士学
生に対し，研究助成等としてRA経費を支給した。超スマート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学
生に対して，リーダーシップ博士奨励金相当のRA経費を支給した｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師
給与や各種謝金等を支給した。

【旅費】
プログラム担当者等が最新の研究や教育方法等を教育プログラムにフィードバックするために，新型コロナウィル
ス感染症の状況を注視しながら，国内の教育研究機関や学術会合等において調査研究を行った。また，グローバ
ルオフキャンパス研究プロジェクト等を実施した。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費はこの補助金からは支出していない。

【その他(教育研究支援経費以外】
オンライン教育を実施する環境を整備した。また，各教育研究フィールドを整備・保持した。また，WEBページの拡
充，SNS，動画サイト，紙媒体等による広報活動を充実させた。その他本プログラムの実施に必要な経費を支出し
た。

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和４年度（２０２２年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

【人件費・謝金】 69,236 0

特任教員（特任教授） 　1名 　(12か月） 8,336
特任教員（特任准教授）　 　2名  　(12か月） 14,611
特任教員（特任助教）　  1名  （5か月） 3,374
卓越事務支援員 4名  　(12か月） 17,153
卓越事務室長 1名 （11か月） 5,231
RA経費（社会・人間科学教育研究フィールド） 4名　（6か月） 1,020
TA経費（オンライン教育コンテンツ制作・コース運営）　2名　（11か月） 867
RA経費（SSS基盤技術研究プロジェクト）　27名　（11か月） 7,122
RA経費（SSS創造研究プロジェクト）　28名　（11か月） 9,228
非常勤講師給与　14名　（7か月） 806

TA経費（異分野融合集中演習）　9名　（2か月） 168

RA経費（スマート農業教育研究フィールド）　3名　（7か月） 210

グローバルリーダーシップ特別講義等謝金  　他2件 1,110

【旅費】 4,490 0

国内旅費　プログラムの実施に係る調査等(7名） 32
国内旅費　プログラム広報取材旅費 他5件 76
外国旅費　グローバルオフキャンパス研究プロジェクト(3名) 1,623
外国人招聘旅費　グローバルフォーラム（4名） 2,759

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 36,185 0

外注費　教育研究フィールド保守・整備費 8,775
外注費　オンライン教育コンテンツ翻訳費 1,121
外注費　映像制作ワークショップ 308
印刷製本費　プログラム広報用ポスター・フライヤー等印刷費 93 47千円を自己負担
会議費　グローバルフォーラム会議費（昼食費） 15
通信運搬費　企業等向け資料郵送料　他3件 9 9千円を自己負担
その他　特任教員室借料 1,200
その他　教育研究フィールドスペース借料 2,162
その他　プログラム広報用ホームページ更新費 1,028
その他　プログラム広報費（動画・広報物デザイン制作等） 10,390
その他　スマートロボティクスフィールド加工機ライセンス更新料 198
その他　スマートインフラメンテナンスフィールドシステム利用料 190
その他　オンラインコースプラットフォーム運用費 261
その他　グローバルフォーラムにかかる諸経費 92
その他　スマート農業フィールド構築にかかる諸経費 88
その他　スマートビルディングフィールド構築にかかる諸経費 3,433
その他　スマートモビリティフィールド車両等にかかる諸経費 53
その他　スマートワークプレースクラウド構築にかかる諸経費 2,227
その他　スマートワークプレースフィールド被験者実験にかかる諸経費 121
その他　量子コンピューティングフィールドにかかる諸経費 2,576
その他　量子センサーフィールドにかかる諸経費 1,105
その他　社会・人間科学教育研究フィールドを構築するための諸経費 740

150,850 0

年度の実施内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件費や物品購入等につ
いて支出した。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出した。

（令和４年度（２０２２年度））　 　合　計
150,850

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）

32



（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓特任教員（3人×10,000千円／年×1年）

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 25,210 0

４CHブリッジボックス　250千円×2セット 500
ひずみ／電圧測定ユニット　200千円×2セット 400
オンライン教育を実施するための消耗品 500
各教育研究フィールドを整備するための消耗品 20,100 超スマート社会教育研究フィールドの整備

プログラムの実施のための消耗品 2,000
グローバルフォーラム実施のための消耗品 1,710

【人件費・謝金】 89,072 0

特任教員（特任教授） 　1名  　(12か月） 9,120
特任教員（特任准教授）　  2名  　(12か月） 14,800 1,640千円を自己負担
特任専門員 2名　  （12か月） 2,592
卓越事務支援員 4名  　(12か月） 18,240
卓越事務室長 1名  　(12か月） 6,000

TA経費（オンライン教育コンテンツ制作・コース運営） 1,600

TA経費（異分野融合集中演習） 240

RA経費（SSS基盤技術研究プロジェクト） 9,000
RA経費（SSS創造研究プロジェクト） 21,600 4,000千円を自己負担

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和５年度（２０２３年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的か
つ明確、簡潔に記載してください。

【物品費】
超スマート社会教育研究フィールドの整備・充実に必要な物品を購入するとともに，プログラムの実施に必要な物
品を調達し，卓越した博士人材の育成に必要な教育研究環境の整備を図る。

【人件費・謝金】
プログラム全体の事務統括，プログラムの運営，MOOC/SPOC開発および超スマート社会教育研究フィールドを活
用した教育を実施するために，特任教員および事務支援員を引き続き雇用し，プログラムを円滑に運営する体制
を構築・保持する。
異分野融合研究の推奨と学生の経済的支援のため，超スマート社会基盤技術研究プロジェクトに取り組む修士学
生に対し，研究助成等としてRA経費を支給する。超スマート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学
生に対して，リーダーシップ博士奨励金相当のRA経費を支給する｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師
給与や各種謝金等を支給する。

【旅費】
プログラム担当者等が最新の研究や教育方法等を教育プログラムにフィードバックするために，国内外の教育研
究機関や学術会合等において調査研究を行う。また，登録学生のグローバルリーダーシップ力を涵養するための
グローバルオフキャンパス研究プロジェクト等を実施する。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費はこの補助金からは支出しない。

【その他(教育研究支援経費以外】
オンライン教育を実施する環境を整備する。また，各教育研究フィールドを整備・保持する。また，WEBページの拡
充，SNS，動画サイト，紙媒体等による広報活動を充実させる。その他本プログラムの実施に必要な経費を支出す
る。

＜令和５年度（２０２３年度）＞

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

RA経費（社会・人間科学教育研究フィールド） 2,600
RA経費（スマート農業教育研究フィールド） 500
非常勤講師給与 990
グローバルフォーラム特別講義等謝金  他4件 1,790

【旅費】 12,090 0

国内旅費　イベント等の実施に係る参加・調査旅費(16名） 990
国内旅費　スマートワークプレース被験者交通費 50
外国旅費　プログラムの実施に係る調査等(2名）　 1,900
外国旅費　グローバルオフキャンパス研究プロジェクト（7名） 5,600
外国人招聘旅費　グローバルフォーラム（5名） 3,550

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 23,178 0

外注費　オンライン教育MOOC/SPOC製作費 4,420
外注費　教育研究フィールド保守・整備費 5,400
外注費　オンライン教育コンテンツ翻訳費等　　他2件 2,500
印刷製本費　プログラム広報用ポスター・フライヤー等印刷費 150
会議費　グローバルフォーラム会議費 50

会議費　イベントの実施に係る会場借料 400

通信運搬費　国内アドバイザーへの資料郵送料等 20

その他　特任教員室借料 1,200

その他　教育研究フィールドスペース借料 2,900

その他　プログラム広報用ホームページ更新費 1,500

その他　プログラム広報費（動画制作等） 1,000
その他　スマートモビリティクラウド使用料　 58

その他　スマートロボティックスシステム使用料 190

その他　スマートワークプレースクラウド使用料 100

その他　スマートワークプレース備品レンタル料 250

その他　スマートビルディングクラウド使用料 1,000

その他　オンライン教育システム使用料 300

その他　各フィールドの拡張等に関わる諸経費 1,000

その他　グローバルフォーラム遠隔プレゼンシステムレンタル料　370千円×2個 740

149,550 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件費や物品購入等につ
いて支出する。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出する。

（令和５年度（２０２３年度））　 　合　計
149,550

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 15,940 0

オンライン教育を実施するための消耗品 640

各教育研究フィールドを整備するための消耗品 14,700 超スマート社会教育研究フィールドの整備

プログラムの実施のための消耗品 500

グルーバルフォーラム実施のための消耗品 100

【人件費・謝金】 78,550 0

特任教員（特任教授・総括） 　1名  　(12か月） 7,300 1,800千円を自己負担

特任教員（特任准教授）　 　2名  　(12か月） 7,400 9,040千円を自己負担

卓越事務支援員 4名  　(12か月） 16,800

卓越事務室長　　　 1名  　(12か月） 6,000

TA経費（オンライン教育コンテンツ制作・コース運営） 1,600

RA経費（SSS基盤技術研究プロジェクト） 12,500

RA経費（SSS創造研究プロジェクト） 23,000 15,000千円を自己負担

非常勤講師給与 600

グローバルリーダーシップ特別講義等謝金  他5件 3,350

【旅費】 9,700 0

国内旅費　プログラムの実施に係る調査等(21名） 1,500

外国旅費　プログラムの実施に係る調査等(4名）　 3,500

【物品費】
超スマート社会教育研究フィールドの整備・充実に必要な物品を購入するとともに，プログラムの実施に必要な物
品を調達し，卓越した博士人材の育成に必要な教育研究環境の整備を図る。

【人件費・謝金】
プログラム全体の事務統括，プログラムの運営，MOOC/SPOC開発および超スマート社会教育研究フィールドを活
用した教育を実施するために，特任教員および事務支援員を引き続き雇用し，プログラムを円滑に運営する体制
を構築・保持する。
異分野融合研究の推奨と学生の経済的支援のため，超スマート社会基盤技術研究プロジェクトに取り組む修士学
生に対し，研究助成等としてRA経費を支給する。超スマート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学
生に対して，リーダーシップ博士奨励金相当のRA経費を支給する｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師
給与や各種謝金等を支給する。

【旅費】
プログラム担当者等が最新の研究や教育方法等を教育プログラムにフィードバックするために，国内外の教育研
究機関や学術会合等において調査研究を行う。また，登録学生のグローバルリーダーシップ力を涵養するための
グローバルオフキャンパス研究プロジェクト等を実施する。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費はこの補助金からは支出しない。

【その他(教育研究支援経費以外】
オンライン教育を実施する環境を整備する。また，各教育研究フィールドを整備・保持する。また，WEBページの拡
充，SNS，動画サイト，紙媒体等による広報活動を充実させる。その他本プログラムの実施に必要な経費を支出す
る。

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和６年度（２０２４年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

＜令和６年度（２０２４年度）＞

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的か
つ明確、簡潔に記載してください。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

外国旅費　グローバルオフキャンパス研究プロジェクト（4名） 3,200

外国人招聘旅費　グローバルフォーラム（2名） 1,500

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 18,260 0

外注費　オンライン教育MOOC/SPOC製作費 4,500

外注費　教育研究フィールド保守・整備費 8,460

外注費　広報物等翻訳費等　　他3件 1,000

印刷製本費　プログラム広報用ポスター・フライヤー等印刷費 50

通信運搬費　国内パンフレット郵送料等 50

その他　特任教員室借料 1,200

その他　教育研究フィールドスペース借料 2,000

その他　プログラム広報用ホームページ更新費 1,000

122,450 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

122,450

超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件費や物品購入等につ
いて支出する。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出する。

（令和６年度（２０２４年度））　 　合　計

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

年度の事業計画＜補助金＞

※ 当該年度に本補助金を充当して実施する事業の具体的内容について記載

補助金申請額の明細

・使途は卓越大学院プログラムの目的に限定されます。

・実施（基幹）大学で使用する経費と共同実施機関で使用する経費を区分して記載してください。

 記載例：研究打合せ旅費　○○人×＠○○円 　○○千円

 資料整理謝金　　○人×○日×＠○○円 　○○千円

実施（基幹）大学での
使用金額

共同実施機関での
使用金額

【物品費】 4,190 0

オンライン教育を実施するための消耗品 500

各教育研究フィールドを整備するための消耗品 3,190 超スマート社会教育研究フィールドの整備

プログラムの実施のための消耗品 500

【人件費・謝金】 71,100 0

特任教員（特任教授・総括） 　1名  　(12か月） 7,300 1,800千円を自己負担

特任教員（特任准教授）　 　2名  　(12か月） 7,400 9,040千円を自己負担

卓越事務支援員 4名  　(12か月） 16,800

卓越事務室長 1名  　(12か月） 6,000

TA経費（オンライン教育コンテンツ制作・コース運営） 1,500

RA経費（SSS基盤技術研究プロジェクト） 10,500

RA経費（SSS創造研究プロジェクト） 20,000 18,000千円を自己負担

非常勤講師給与 600

グローバルリーダーシップ特別講義等謝金  他5件 1,000

【旅費】 6,700 0

国内旅費　プログラムの実施に係る調査等(7名） 500

外国旅費　プログラムの実施に係る調査等(2名）　 1,500

＜令和７年度（２０２５年度）＞

・申請できる経費は、本事業計画の遂行に必要な経費です。

＜令和７年度（２０２５年度）計画＞　経費区分
金額（千円）

備考

本補助金の適切かつ効果的な使用計画（各経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他）の使用目的、必要性等）について、具体的か
つ明確、簡潔に記載してください。

【物品費】
超スマート社会教育研究フィールドの整備・充実に必要な物品を購入するとともに，プログラムの実施に必要な物
品を調達し，卓越した博士人材の育成に必要な教育研究環境の整備を図る。

【人件費・謝金】
プログラム全体の事務統括，プログラムの運営，MOOC/SPOC開発および超スマート社会教育研究フィールドを活
用した教育を実施するために，特任教員および事務支援員を引き続き雇用し，プログラムを円滑に運営する体制
を構築・保持する。
異分野融合研究の推奨と学生の経済的支援のため，超スマート社会基盤技術研究プロジェクトに取り組む修士学
生に対し，研究助成等としてRA経費を支給する。超スマート社会創造研究プロジェクトに取り組む卓越した博士学
生に対して，リーダーシップ博士奨励金相当のRA経費を支給する｡その他プログラムの実施に必要な非常勤講師
給与や各種謝金等を支給する。

【旅費】
プログラム担当者等が最新の研究や教育方法等を教育プログラムにフィードバックするために，国内外の教育研
究機関や学術会合等において調査研究を行う。また，登録学生のグローバルリーダーシップ力を涵養するための
グローバルオフキャンパス研究プロジェクト等を実施する。

【その他(教育研究支援経費）】
教育研究支援経費はこの補助金からは支出しない。

【その他(教育研究支援経費以外】
オンライン教育を実施する環境を整備する。また，各教育研究フィールドを整備・保持する。また，WEBページの拡
充，SNS，動画サイト，紙媒体等による広報活動を充実させる。その他本プログラムの実施に必要な経費を支出す
る。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

外国旅費　グローバルオフキャンパス研究プロジェクト（4名） 3,200

外国人招聘旅費　グローバルフォーラム（2名） 1,500

【その他（教育研究支援経費）】 0 0

【その他（教育研究支援経費以外）】 18,260 0

外注費　オンライン教育MOOC/SPOC製作費 4,500

外注費　教育研究フィールド保守・整備費 8,460

外注費　広報物等翻訳費等　　他3件 1,000

印刷製本費　プログラム広報用ポスター・フライヤー等印刷費 50

通信運搬費　国内パンフレット郵送料等 50

その他　特任教員室借料 1,200

その他　教育研究フィールドスペース借料 2,000

その他　プログラム広報用ホームページ更新費 1,000

100,250 0

年度の実施予定内容＜学内外資源＞

※ 当該年度に充当する学内外資源の主な用途を記入してください。

（令和７年度（２０２５年度））　 　合　計
100,250

超スマート社会推進コンソーシアム関連イベントの開催経費やコンソーシアム事務局の人件費や物品購入等につ
いて支出する。その他超スマート社会の推進に必要な経費を支出する。

（【1906】　機関名：東京工業大学　プログラム名称：最先端量子科学に基づく超スマート社会エンジニアリング教育プログラム）
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